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デー タベ ー ス は 、 わ が 国 の 情 報 化 の進 展 上 、 重 要 な役 割 を果 た す もの と期 待 さ れ て い る。

今 後 、 デ ー タベ ー ス の普 及 に よ り、 わ が 国 に おい て健 全 な高 度 情 報 化 社 会 の 形 成 が 期 待 さ

れ る。 さ ら に海 外 に対 して 提 供 可 能 な デ ー タベー ス の 整備 は、 国 際 的 な 情 報 化 へ の貢 献 お

よび 自由 な情 報 流 通 の確 保 の 観 点 か ら も必 要 であ る。 しか しな が ら、 現在 わ が 国 で流 通 し

て い るデ ー タベ ー ス の 中 で わ が 国独 自 な もの は1/3に す ぎな い の が現 状 で あ り、 わ が 国

デ ー タベ ー ス サ ー ビス ひ い て はバ ラ ンス あ る情 報 産 業 の健 全 な発 展 を図 る ため に は、 わ が

国独 自の デ ー タベ ー ス の構 築 お よび デ ー タベ ース 関 連技 術 の研 究 開発 を強力 に 推 進 し、 デ

ー タベ ー ス の 拡 充 を図 る必 要 が あ る
。

この よ う な要 請 に応 え る ため 、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー で は 日本 自 転 車 振 興 会

か ら機 械 工 業 振 興 資 金 の交 付 を受 け て、 デ ー タベ ー ス の構 築 お よ び技 術 開発 に つ い て民 間

企 業 、 団体 等 に対 して委 託 事 業 を実 施 して い る。委 託事 業 の 内 容 は 、社 会 的 、 経 済 的 、 国

際 的 に重 要 で 、 ま た地 域 お よ び産 業 の 発 展 の促 進 に寄与 す る と考 え られ てい る デ ー タ ベ ー

ス の構 築 とデ ー タ ベ ー ス作 成 の効 率化 、 流 通 の促 進 、利 用 の 円 滑 化 ・安 易 化 な ど に 関係 し

た ソ フ トウ ェ ア技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア技術 で あ る。

本 事 業 の推 進 に 当 っ て 、 当財 団 に学 識経 験 者 の 方 々 で構 成 さ れ る デ ー タベ ー ス構 築 ・技

術 開発促 進委 員 会(委 員 長 前 山梨 学 院 大 学教 授 蓼 沼 良 一 氏)を 設 置 して い る。

この 「分 散 協 調 型 デ ー タベ ー ス の ため の 高度 運 用 シス テ ムの 開 発 と学 習支 援 環境 へ の 応

用 」 は平 成6年 度 の デ ー タ ベ ー ス構 築促 進 お よび技 術 開発 促 進 事 業 と して 、 当 財 団 が株 式

会 社 エマ ー ズ に対 して委 託 実 施 した課題 の 一 つ で あ る。 この成 果 が 、 デ ー タベ ー ス に興 味

を お持 ち の方 々 や 諸分 野 の 皆 様 方 の お役 に立 て ば幸 い で あ る。

な お、 平 成6年 度 デ ー タベ ー ス の構 築促 進 お よ び技術 開発 促 進 事 業 で実 施 した 課題 は次

の 表 の とお りで あ る。

平成7年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター





平成6年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1報 道ニ ュースのマルチメデ ィアデー タベース構 築 日本電子計算(株)名古屋支店

2携 帯型電子新聞プロ トタイプの開発 (株)日本経済新 聞社/(株)日 経デ
一 タ

3SPORTSPOWERINDEXの パ イ ロ ッ ト版 デー タベ (株)ビ デ オ ・リサ ー チ

社 会
一 スの構築

4画 像付 き地図資料 デー タベー スの プ ロ トタイプの (財)地 図情報 セ ンター

作成

5パ ソコンを利 用 した副作 用症例 デー タベースの構 協立医師協同組合

築調査

6関 西イベ ン ト&プ ロジェク トデー タベース構築 (株)京都新聞社

中小企業振興

地域活性化

7ハ イ ビジ ョン大型映像 ソフ ト流通促 進用 デー タベ
ースの構 築

(財)大阪科学技術セ ンター

8分 散協 調型 デー タベ ースのための高度 運用 システ (株)エ マ ー ズ

ムの開発 と学習支援環境への応用

9電 子デバ イス情報の電子化 ドキ ュメ ン トの プロ ト 電子デバイス情報サービス(株)

タイプ作成

海 外
10海 外 ユーザ向 けの国産 デー タベース検 索支援用端 カテナ(株)

末 ソフ トウェアの開発

11連 想検 索写真 デー タベースの プロ トタイプ作成 シ ャー プ(株)

12レ ー ザ ー研 究 デ ー タベ ー ス の構 築 (財)応用光学研究所

13砂 漠化防 止技術 デー タベース (株)新産 業創 造 セ ンター

技 術
14メ デ ィア変換 型感性 デー タベースの構築方法の研

究

(財)イメージ情報科学研究所

15フ ォ ー ル トト レラ ンス な多 デ ー タベ ー ス サ ーバ シ (株)シ ネジ ャーナル プロダクシ ョ

ステムに関する調査研究 ン

16創 出 キー ワー ドの 自動付与 に関す る調査研究 (株)エ レ ク トロニ ック ・ラ イ ブ ラ

リ ー
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1 は じめ に

1.1背 景

現 在,我 が 国 で は各 方 面 で 様 々 な情 報 化 作 業 へ の取 り組 み が積 極 的 に展 開 さ れ て い

る.情 報 化 作 業 で は,イ ン ター ネ ッ トを用 い た コ ンピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー クの 形 成 と,

そ の 上 で行 わ れ る今 まで 蓄積 さ れ た デ ー タ(地 域 情報,個 人情 報 等)の デ ー タベ ー ス

化,ま た デ ー タベ ー ス化 され た情 報 の有 効 利 用 が成 功 の鍵 を握 っ てい る と思 わ れ る.

イ ンタ ー ネ ッ トに つ い て は,今 まで 学 術 ネ ッ トワー クが 中 心 と な り形 成 され て きた

が,日 本 で も商 用 イ ン ター ネ ッ トプ ロバ イ ダ の旗 揚 げ に 伴 い,個 人 で もイ ン ター ネ ッ

トへ の 接 続 が 比 較 的 手 軽 に行 え る よ うに な り,ま さ に破 竹 の勢 い で成 長 しつ つ あ る.

しか し なが ら今 ま で蓄 積 さ れ た既 存 デ ー タの デ ー タベ ー ス 化,ま た 既 に デ ー タ ベ ー

ス化 さ れ た情 報 の有 効 利 用 につ い て は,な か な か 進展 しな い の が 実 情 で あ る .そ の原

因 と し て挙 げ られ る こ とは,デ ー タベ ー ス を 積 極 的 に利 用 す る 環境 が 整 っ て い な い,

ま た デ ー タの 収 集,蓄 積 等 に多 くの時 間 と労 力 を費 やす 必 要 が あ る,デ ー タベ ー ス の

構 築 が 実 現 した と し て も,そ の 後 の管 理 維 持 が な か な か 困 難 で あ る,と い った こ と で

あ る.
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デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ た情 報 の 情 報 発 信 につ い て は,こ れ ほ ど コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ

ー クの 充 実 に力 が 注 が れ て い る に もか か わ ら ず
,首 都 圏 か らの 情 報 発 信 が ほ とん どで

あ り,地 方 に も存 在 す る,有 用 で存 在 価 値 の 高 い デ ー タ ベ ー ス を使 っ た 情 報 発 信 は 無

い に等 しい もの で あ っ た.

ま さ し くこれ は 中央 集 権 型 モ デ ル と し て捉 え る こ とが で き る.そ の 大 き な要 因 と し

て は、 コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワー ク を用 い て,デ ー タベ ー ス の構 築 とそ の 利 用 が容 易 に

行 え る ソ フ トウ ェ ア,ま た は環境 が今 ま で存 在 しな い 状況 で あ った か ら と思 わ れ る.

我 々 は 今 まで 述 べ て きた デ ー タベ ー ス 利 用 を と りま く現 状 を踏 ま え て昨 年度 「地 域

情 報 を 対 象 に したマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タベ ー スMineS」((財)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ

ー
,1994)を 作 成 した(以 降 こ の シ ス テ ム をMineSプ ロ トタ イ プ版 と呼 ぶ).

昨 年 度 の 開 発 で は,デ ー タベ ー ス 利 用 に 関 す る 問 題 を 解 決 す る た め の 情 報 環 境

(MineSが 目指 す 情 報 環境)の 提 案 を行 い,そ の 環 境 構 築 の1つ の 実 現 手 段 と し て

MineSプ ロ トタイ プ版 を作 成 し,実 現 の 可 能 性 を実 証 した 。

今 年度 は,MineSプ ロ トタイ プ版 を実 運 用 に耐 え得 る よ う に強 化,拡 張 を施 し(以

降 この シ ス テ ムをMineS運 用版 と呼 ぶ),運 用評 価 を行 っ た。

ま た,MineS応 用 の 場 と して,現 在 コ ン ピ ュー タ利 用 が 急 速 に広 ま りつ つ あ る 学 習

支 援 環 境 を 選 び,そ の た め に必 要 な 機 能 をMineSに 追 加 し(以 降 この シ ス テ ム を

MineS2と 呼 ぶ),MineSの 学 習 環 境 へ の応 用 を試 み た.

12本 報告書 の構成

本 報 告 書 は4部 よ り構 成 さ れ て い る.各 部 の 関 係 及 び そ の 位 置 付 け を 図1-1に 示 す.

図 に 示 す よ う に,本 報 告 書 は 第1部 と第4部 を使 い,昨 年 度(1993年7月 ～1994年3月,

MineSプ ロ ジ ェ ク ト1,MineSプ ロ ト タ イ プ を 構 築)お よ び 本 年 度(1994年7月 ～

1995年3月,MineSプ ロ ジ ェ ク ト2,MineS運 用 版 お よ びMineSIIを 構 築)の2年 に 及

ぶMineSプ ロ ジ ェ ク ト(MineS1プ ロ ジ ェ ク トお よ びMineS2プ ロ ジ ェ ク トの 総 称:図

1-2)に つ い て 述 べ て い る.

第1部(1章 ～3章)で は プ ロ ジ ェ ク トの 全 体 的位 置 付 け と,本 開 発 の 基 盤 技 術 と

して い るMineSプ ロ ト タイ プ に つ い て 述 べ て い る.1章 で は全 般 的 な位 置 付 け を行 な

って い る.2章 で はMineSの よ り詳 細 な位 置 付 け を行 な うため に,現 存 す る イ ン タ ー

ネ ッ ト上 の種 々 の サ ー ビス(ク ライ ア ン トとサ ー バ よ りな る もの)に つ い て調 査 し,

MineSシ ス テ ム(MineS運 用 版 お よ びMineSIIの 総 称)と 他 の シス テ ム との ア ー キ テ ク
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第1部

MineSの 詳細 な位 置付 け 1章 は じめに

昨年度の成果 2章 イ ンターネ ッ ト上の情報 サ ーバ ーの調査

3章 MineSプ ロ トタイ プ

第2部
MineS運 用版 の詳細 4章 MineS運 用 版の仕 様

5章 運用結果

第3部

neSの 学 習環境 への応 用M

neSに よる学 習環境の モデル化M

neSの 要求定 義 と機 能強化M

6章

7章

8章

9章

10章

インターネッ トの学習環境での利用

MineSに よる学習環境の構築

素材データの取 り込み機能

メタ教材 とその作成機能

コミュニケーション支援機能

第4部
MineS全 般 の今後 の展望

MineSま とめ

11章 展望

12章 おわ りに

Appendix

A

B

C

neS仕 様書 一覧M

neS用 語集M

neS!Ul記 述 言語 関数一 覧M

図1-1報 告書 の構成
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MineSプ ロ ジ ェ ク ト MineSの 構 築

1993年7月

1994年3月

MineSプ ロ ジ ェ ク ト1 MineSプ ロ トタイプ を構築

データベース構築及び技術開発に関する報告書

地域情報 を対象に した分散協調型データベースシステムの構築

(データベース振興センター,委 託先(株)エマーズ)1994年3月

1994年7月

1995年3月

1

MineSプ ロ ジ ェ ク ト2

MineS運 用 版 を構築

{
分散協調型データベースのための高度運用システムの開発と学習

支援環境への応用(本 報告書)

(データベース振興センター,委 託先(株)エマーズ)1995年3月

図1-2MineSプ ロ ジ ェ ク トの 概 要
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チ ャ に つ い て比 較 検 討 を行 な っ て い る.3章 で は,昨 年作 成 したMineSプ ロ トタ イ プ

につ い て述 べ て い る.

第2部(4章 ～5章)で はMineS運 用 版 につ い て 述 べ て い る.MineS運 用 版 は

MineSプ ロ ト タイ プ を実 際 の運 用 に 耐 え る よ う に,機 能 を そ の ま ま に(す な わ ち,機

能 の 追 加 を行 な わず に)各 機 能 を強 化 した もの で あ る.4章 で は厳 密 な仕 様 書 を示 し,

5章 で は,運 用 実 験 に よ る評価 を行 な っ てい る.

第3部(6章 ～10章)で はMineSの 応 用 と して学 習 支 援 へ の応 用 につ い て述 べ て

い る(図1-3).こ の シス テ ム は第2部 で構 築 され た運 用 版 の フ ィー ル ドテス トで あ

る と同 時 に,MineSの よ う なマ ル チ メ デ ィ ア情報 サ ー バ の新 た な応 用 領 域 の構 築 で も

あ る.6章 で は,イ ン ター ネ ッ ト上 での 学 習 支援 につ い て従 来 の ア プ ロー チ や 実 例 を

調 査 し てい る.7章 で はMineSの よ う な高度 な情 報 サ ー バ に よ り構 築 さ れ る学 習 支 援

に つ い て考 察 して い る.考 察結 果 は その ま まMineSIIの 要 求 定 義 とな る.

第4部(11章 ～12章)で はMineS全 般 に対 す る展 望及 び ま とめ を述 べ て い る.

11章 で は将 来展 望 に つ い て考 察 を した.特 にデ ー タベ ー ス その もの で は な い,ユ ー

ザ ー イ ン ター フ ェー ス を 中 心 と した開発 が東 北 とい う地 域 にお い て産 官 学 が積 極 的 に

協 力 し行 な わ れ た 意 義 に つ い て考 察 し,今 後 のMineSに 対 す る展 望 とす る.12章 は

MineSプ ロ ジ ェ ク トの総 括 で あ る.

な お,Appendixに お い て,第2部 の詳 細 の結 果 お よび本 報 告 書 で使 用 さ れ た本 プ ロ

ジ ェ ク トで の用 語 につ い て の解 説 をあ げ た.
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MineS

↑ ↑^
(機 能強化統合)
lll

8章

素材データの取り込み機能

(要求定義に基づく設計と実装)

9章

メタ教材 とその作成機 能

(要求定義に基づく設計と実装)

10章

コミュニケー シ ョン支援

機能
(要求定義に基づく設計と実装)

1↑ ▲
(学 習支援のための機能強化)

llI

7.5.1(1)

素 材 デー タの取 り込 み機 能

(要求定義項目1)

7.5.1(2)

メ タ 教 材 とそ の作 成 機 能

(要求定義項目2)

7.5.1(3)

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン支 援

機 能

(要求定義項目3)

↑ ↑
7章

MineSに よる学習環境 の構 築

(調査に基づく要求定義の作成)

↑

↑
6章

イ ンターネ ッ トの学 習環境 での応 用

(現状の調査)

図1-3第3部 の構 成
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2 イ ン ター ネ ッ ト上 の情 報 サ ーバ

の調 査

2.1は じ め に

本 章 で は,昨 年 度 のMineSプ ロ トタ イ プ版 の 開発 と情 報 提 供 シ ス テ ムの 調 査 を も と

に,現 在 稼 働 して い る イ ン ター ネ ッ ト上 の情 報 提 供 シス テ ムの 詳細 な調 査 を行 う.

2.2節 で は 調 査 の対 象 と した情 報 サ ー ビ ス に つ い て の特 徴 を 述 べ ,2.3節 で は,調 査

した項 目 に つ い て述 べ る.

2.4節 は,2.2節 の特 徴 に よ り選 択 され た7つ の 情 報 サ ー ビス につ い て 調 査 した 結 果

で,そ れ ぞれ の サ ー ビス に つ き2.3節 の調 査 項 目 につ い て述 べ て い る .2.5節 に よ っ て

これ らの サ ー ビス とMineSを 比 較 した.

2.2調 査 対 象

こ こで 比 較対 象 と した シス テ ム は,現 在 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で一 般 に使 わ れ て い る サ
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一 ビス の うち
,情 報 提供 者 と情 報 利 用 者 が存 在 し,両 者 が 非 同期 に利 用 可 能 な シ ス テ

ムで あ る.

2.3調 査 項 目

こ こで の調 査 内容 は,以 下 の3項 目 を中 心 に行 う.

(1)シ ス テ ムの位 置 付 け(提 供 され る情 報,対 象 とな る利 用 者 な ど)

(2)情 報 の 管 理 お よび提 供 方法(情 報 の構 造化,管 理 方 法,ユ ーザ イ ン タ フ ェ ー

ス な ど)

(3)シ ス テ ム ア ー キ テ クチ ャ(モ デル,プ ロ トコ ル な ど)

2.4調 査 結 果

こ こで取 り挙 げ た情 報 シ ス テ ム は,

E-mail,NetNews,anonymousFTP,archie,Gopher,WAIS,WWW

の7種 類 で あ る.こ れ ら の シ ス テ ム は 既 に イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 広 く 普 及 し,利 用 さ

れ て い る も の で あ る.

2.4.1E-mail

E-mai1(電 子 メ ー ル)は,イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 最 も古 く,か つ,広 く利 用 され て い る

情 報 シ ス テ ムの1つ で あ り,1対1非 同期 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を主 た る 目的 と し て い

る.ま た,現 在 普及 してい る情 報 シス テ ムの 中 で 唯 一,提 供 者 か ら利 用 者 へ 情 報 を積

極 的 に伝 達 す る こ とが で き る シス テ ムで あ る.

(1)シ ス テ ム の 位 置 付 け

E-mai1は,も と も と現 実 社 会 に お け る手紙 をモ デル 化 し,コ ン ピ ュー タ上 で,そ の

コ ン ピ ュ ー タ を利 用 す るユ ーザ 間 の1対1非 同期 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を行 うこ と を 目

的 と し て実 現 され た シ ス テ ムで あ る.コ ン ピ ュ ー タ上 で メ ー ル とい う 形 の テ キ ス ト情

報 を送 信 す る と,自 動 的 に相 手 に 送 り届 け られ,そ れ を読 む こ とが で きる.

当 初 は,1つ の ホス トコ ン ピ ュー タの ユ ーザ 間 内 の み で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に限
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定 され た もの で あ っ た が,後 に,コ ン ピ ュー タネ ッ トワ ー ク上 で利 用 で き る よ う 拡 張

され,現 在 で は,イ ン タ ー ネ ッ トと相 互接 続 さ れ て い るVANな ど と もメ ー ル の 交換 が

行 え る よ う に な っ て い る.

個 人 間 で の1対1非 同期 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンが その 主 た る 利 用 目的 で あ る が,メ ー

リ ン グ リス トと呼 ば れ る仕 組 み に よ り,グ ル ー プ 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 手段 と して

も広 く利 用 さ れ れ て い る.メ ー リン グ リス ト とは,1人 が 送 信 した メ ー ル を登 録 され

て い る複 数 人 に 自動 的 に送 り届 け る もの で あ る.こ れ に よ りグ ル ー プ 間 で メ ー ル を送

受 信 し,コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を は か る こ とが で きる.

(2)情 報 の 管 理 お よ び 提 供 方 法

一 般 にE ・・mai1は ,そ の名 前 の示 す とお り手 紙 の よ う に相 手 の メ ー ル ア ドレス を指 定

し,メ ー ル を送 信 す る こ とで,直 接 相 手 に情 報 を伝 達 す る.す な わ ち,ど こか に 蓄 え

られ て い る情 報 を利 用 者 が取 り にい く とい う形 で は な く,提 供 者 が,相 手 に伝 え た い

情 報 をそ の場 で デ ー タ化 し,送 信 す る.

E-mailに よ っ て交 換 され る情 報 は,基 本 的 に テ キス ト†青報 の み で あ り,プ レー ン テ

キ ス ト に相 手先 や 送 り手 の メ ー ル ア ドレス,タ イ トル,送 信 日 な どの 情 報 をヘ ッ ダー

と して 付 加 した もの を交 換 す る.画 像 情 報 や 音 声 情 報,プ ロ グ ラ ム な ど をE-mailに よ

っ て交 換 す る場 合 に は,提 供 者 の側 で何 らか の 方法 で そ の情 報 をエ ン コー ドし,ま た

利 用 者 の側 で デ コ ー ド しな け れ ば な らな い.

近 年 で は,マ ル チ メ デ ィア デ ー タ な どの 交 換 を 目 的 と したMIME(Multipurpose

InternetMailExtensions)等 の 試 み もあ り,こ れ に よ り情 報 に構 造 を持 た せ,E-mailを

用 い て音 声 や 画 像 情 報 を交 換 す る こ とが で き る よ うに な っ て い る.た だ,あ くま で

MIMEで は 各 々 の 情 報 の デー タ化 方 法 を指 定 して い る の み で あ り,MIMEで エ ンコー

ドさ れ た デ ー タの 実 現 は他 の ツ ー ル類 に依 存 し,情 報 間 の 空 間 的 お よ び 時 間的 な 同期

方法 や,意 味 的 関係 の 表 現 を行 え る には至 っ てい な い.

メ ー ル の 送 信 先 の 指 定 に使 わ れ る メ ー ル ア ドレ ス と は,イ ン タ ー ネ ッ ト上 で の コ ン

ピ ュ ー タ名 ま た は そ の コ ン ピ ュ ー タ が 接 続 さ れ て い る 組 織(ド メ イ ン)名 と ,そ の コ ン

ピ ュ ー タ の ユ ー ザIDか ら な る.例 え ば,"riec .tohoku.ac.jp"と い う組 織 の"takashi"と

い う ユ ー ザIDの 利 用 者 の メ ー ル ア ド レ ス は,takashi@riec .tohoku.ac.jpの よ う に な る.

メ ー ル ア ドレス は実存 す る ユ ー ザ の も の の ほ か に,様 々 な もの を任 意 に登録 す る こ

とが で きる.こ の と き,そ の メ ー ル ア ドレス に送 信 さ れ た情 報 の処 理 方 法 を指 定 す る

こ とが で き,こ の仕 組 み を利 用 して メ ー リ ン グ リス トな どの実 現 が は か られ る.だ だ

し,メ ー ル ア ドレス の登 録 や処 理 方 法 の指 定 を行 え る の は シ ス テ ム管 理 者 の み で あ り,
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一 般 ユ ーザ が 任 意 に行 うこ とは で きな い
.

メ ー ル の送 受 信 に は,各 種 の ツ ー ル が 用 意 され て い る.mai1コ マ ン ドな どの よ う に

単純 な もの か ら,受 信 した メ ー ル を分 類 し蓄積,管 理 を お こ な うツ ー ル群 で あ るmh,

これ を グ ラ フ ィ カ ル ユ ーザ イ ン タ フェ ー ス か ら利 用 す るxmh等 が 存 在 す る.メ ー ル で

扱 わ れ る情 報 が基 本 的 に テ キ ス トの み で あ る ため,こ れ らの ツ ー ル は 非 常 に シ ン プル

な もの が多 い.

(3)シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

E-mailの デ ー タ交 換 は,1つ の ホ ス ト上 で は フ ァ イ ル シ ス テ ム を利 用 し,ま た ホ ス

ト間 で は,smtp(SimpleMailTransferProtocol)に 従 う,サ イ トリ レ ー 方 式 の 通 信 を

行 う こ と に よ っ て 実 現 さ れ る.

E-mailの デ ー タ交 換 は,従 来,サ イ トリ レー 方 式 に よ っ て行 わ れ て き た.情 報 提 供

者 は各 種 の ツ ー ル に よ り,使 用 して い る ホ ス ト上 のsendmail等 の デ ー モ ン プ ロ セ ス に

対 しメ ー ル の デ ー タ を送 信 す る.sendmailは 受 け 取 っ た デ ー タ のヘ ッ ダー 部分 を解 釈

し,メ ー ル ア ドレス を見 て そ の ホ ス トで受 け取 るべ き メ ー ル で あ れ ば そ の 場 で処 理 し,

そ うで な い場 合 に は,隣 接 す る 他 の ホ ス トのsendmailに デ ー タ を送 信 す る.こ れ に よ

り,次 々 とホ ス トを 経 由 し目的 の ホ ス トに送 信 され る.最 終 的 に受 信 した メー ル は,

ホス ト上 の指 定 され た フ ァ イル シス テ ム に蓄 積 さ れ,利 用 者 は そ の フ ァイ ル に ア ク セ

スす る こ とで,情 報 を 取得 す る こ とが で き る.

この サ イ トリ レ ー方 式 で は,メ ー ル の 送信 か ら受 信 まで の 遅延 が 大 き く,ま た,途

中 に何 らかの 理 由 に よ り停 止 中 の ホス トが あ る場 合,そ こで メ ー ル の 送 信 が止 ま っ て

しま う な どの 不 具 合 が あ っ た.そ こ で最 近 で は,ネ ー ム サ ー バ ー に問 い合 わ せ を 行 う

こ とに よ り,直 接 目 的 の ホ ス トに メ ー ル を送 信 す る仕 組 み に代 わ りつ つ あ る.こ の 場

合,提 供 者 がsendmailに 対 し メ ー ル を送 信 す る と,そ のsendmai1が 相 手 の ホ ス ト上 の

sendmailに 直 接 接 続 し,瞬 時 に送 信 す る こ とが で き る.

2.4.2NetNews

NetNewsはE-mailと 並 び イ ン ター ネ ッ ト上 の 情 報 シ ス テ ム を代 表 す る もの で あ る.

NetNewsは,い わ ば イ ン タ ー ネ ッ トを介 した 掲 示板 の よ うな も の で あ り,こ れ を 通 し

て 自由 に情 報 を提 供 し,ま た取 得 す る こ とが 可 能 で あ る.

(1)シ ス テ ムの 位 置 付 け
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E-mai1が1対1の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 目 的 と し て い た の に対 し,NetNewsは,n対

nの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン,い わ ゆ る パ ブ リ ッ ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 目 的 と して い る.

ニ ュ ー ス の 投 稿 と い う形 で 誰 で も 自 由 にNetNewsに 情 報 を 提 供 す る こ とが 可 能 で あ り,

ま た,そ の 提 供 さ れ た 情 報 を 誰 で も 取 得 す る こ と が で き る.

誰 かが 投 稿 した ニ ュ ー ス に対 し,ま た誰 か が新 しい ニ ュー ス を投 稿 す る こ とで,次 々

と新 し い情 報 を交 換 す る こ とが で き る.す な わ ち,情 報 交 換 の 場,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ンの 場 がNetNewsで あ る.

現在,多 くのNetNewsが 全 世 界 規 模 で 運用 され て お り,次 々 と新 しい ニ ュ ー ス が 投

稿 さ れ て い る.こ の よ うなNetNewsに ア ク セ スす る こ と に よ り,最 新 の 情 報 を 世界 中

の ユ ー ザ と共 有 す る こ と可 能 で あ り,質 問 の 記 事 を出 せ ば,世 界 中 か ら解 答 が 寄 せ ら

れ る可 能 性 が あ る.

ま た,あ る 組 織 内 な ど で ロ ー カ ル に 運 営 さ れ るNetNewsも 多 い.こ の よ う な

NetNewsで は,ホ ワイ トボ ー ドの よ う な形 で組 織 内 の ア ナ ウ ン ス な どが 行 わ れ,グ ル

ー プ 問 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 手段 と して利 用 され て い る .

(2)情 報 の 管 理 お よ び 提 供 方 法

NetNewsに お け る 情 報 の 提供 は,各 サ イ トに 運 営 さ れ る ニ ュー ス サ ー バ に 対 し,ニ

ュー ス を投稿 す る こ と に よ り行 わ れ る.情 報 提 供 者 が 記 事 を投 稿 す る と,サ ーバ 上 に

しば ら くの期 間保 存 さ れ,情 報 利 用 者 か らの ア ク セ スが 可 能 とな る.ま た,情 報 利 用

者 の側 か ら情 報 提 供 の 要 求 をニ ュ ー ス と して投 稿 す る こ と も可 能 で あ る.

NetNewsで 提 供 され る情 報 も基 本 的 に テ キ ス ト情 報 の み で あ り,E-mail同 様,ヘ ッ

ダー 情 報 以外 の 特 別 な 構 造 は持 た な い.そ の ため,NetNews上 で各 種 の デ ー タ や プ ロ

グ ラ ム を交換 す る こ と は そ の ま まで は行 え な い.テ キ ス ト情 報 以 外 の情 報 をNetNews

に よ っ て交換 す る た め に は,情 報 提 供 者 が そ れ をエ ン コ ー ドし,ま た 情 報 利 用 者 側 で

デ コー ドを行 わ な け れ ば な らな い.た だ し,MIMEの 利 用 も採 り入 れ られ つ つ あ る.

テキ ス ト情 報 し か扱 え な い 代 わ りに,NetNewsで は そ の利 用 目 的 に応 じて カ テ ゴ ラ

イ ズ さ れ た様 々 な ニ ュー ス グル ー プが 存 在 す る.ニ ュ ー ス グ ル ー プ は 運営 す る組 織 や

内容 に よっ て 階層 的 に分 け られ て い る.

NetNewsの 利 用 に はGNUSやrnewsな ど,様 々 な ツ ー ル が 用 意 さ れ て い る.こ れ ら の

ツ ー ル に よ っ て 適 当 な ニ ュ ー ス サ ー バ に ア ク セ ス し,ニ ュ ー ス グ ル ー プ を 選 択 し,ニ

ュ ー ス の 投 稿 や 取 得 を行 う.

(3)シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ
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NetNewsは,サ ー バ ・ク ラ イ ア ン ト モ デ ル に 従 い 実 現 さ れ る.ユ ー ザ は ク ラ イ ア ン

ト プ ロ グ ラ ム で あ るGNUSな ど の ツ ー ル に よ りニ ュ ー ス サ ー バ に ア ク セ ス し,ニ ュ ー

ス の 送 受 信 を 行 う.

NetNewsに お け る サ ーバ は ネ ッ トワ ー ク上 に1つ だ け あ るの で は な く,通 常,あ る

程 度 大 きな ドメ イ ン ご と に1つ の サ ーバ が運 営 され る.こ れ らの サ ー バ 間 で サ イ トリ

レー方 式 で テ キ ス トが転 送 され,そ れ ぞ れ の サ ー バ 上 に保 存 され る.こ れ に よ り,あ

る サ イ トの サ ー バ に送 信 した情 報 を別 の サ イ トの サ ー バ ー か ら取得 す る こ とが 可 能 と

な る.

サ ー バ 間 や,サ ー バ ・ク ラ イ ア ン ト間 の 通 信 は,通 常,nntp(Network

TransferProtoco1)に 従 っ て行 わ れ る.

News

2.4.3anonymousFTP

－ 般 にFTP(FileTransferProtocol)は
,ユ ー ザ が ア カ ウ ン トを 持 つ マ シ ン 同 士 で 個 人

的 な フ ァ イ ル を 転 送 す る た め の ツ ー ル と し て 使 用 さ れ て い る.anonymous

FTP(anonimouse:匿 名)は,サ ー バ マ シ ン に 誰 で も利 用 で き る 公 共 の ア カ ウ ン トを設 け

る こ と に よ り,サ ー バ マ シ ン 上 に 通 常 の フ ァ イ ル と して 置 か れ て い る 情 報 や デ ー タ を

広 く一 般 に 提 供 す る た め の 仕 組 み で あ る.

(1)シ ス テ ム の 位 置 付 け

FTPは フ ァイ ル転 送 の た め の プ ロ ト コル で あ り,Telnetと 並 ん で古 くか ら利 用 され

て き たTCP/IPの プ ロ トコル の 一 つ で あ る.そ の た め,TCP/IPに よる 接 続 が 可 能 なマ

シ ン,OSの ほ ぼ全 てでFTPを 利 用 す る コ マ ン ドや 環境 が 提供 され て きた.anonymous

FTPは,こ の コマ ン ドや 環境 を利 用 し,サ ー バ マ シ ン に誰 で も利 用 で き る公 共 の ア カ

ウ ン トを設 け るだ け の 単 純 な方 法 で不 特 定多 数 の ユ ー ザ に情 報 を提 供 す る シ ス テ ム を

構 築 す る こ とが 可 能 で あ る.そ の た め,極 め て一 般 的 な 情 報,デ ー タ の 提 供,獲 得 の

手 段 と して現在 で も広 く利 用 さ れ て い る.

NetNewsが 主 に コ ミュニ ケ ー シ ョンの 手 段 と して用 い られ る の に対 し,anonymous

FTPは 元 々 が フ ァイ ル 転 送 の 手 段 で あ る た め規 格 書 な どの ドキ ュ メ ン トや プ ログ ラ ム

な ど比 較 的 サ イ ズ の大 きな デー タ や 情報 の 塊 の提 供 手 段 と して用 い られ る.

(2)情 報の管理 および提供 方法
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anonymousFTPは 階層 型 フ ァイ ル シス テ ム 上 の フ ァイ ル の 自由 な転 送 とい う形 で 実

現,管 理 され て い る.つ ま り,全 て の デ ー タや情 報 は単 に フ ァイ ル と し てFTPサ イ ト

に保 存 さ れ,ユ ー ザ はFTPサ イ ト上 の デ ィ レ ク トリを探 索 しな が ら フ ァイ ル を取 得 す

る こ とに よ り情 報 を取 得 す る.

ま た,ユ ー ザ か らの 情 報 提 供 もFTPサ イ トへ の フ ァ イ ル転 送 と して行 わ れ るが,セ

キ ュ リ テ ィ等 の管 理 上 の 問 題 か ら,ユ ーザ が 指 定 され た デ ィ レ ク トリ に フ ァイ ル 転 送

した後 にFTPサ イ トの管 理 者 が適 切 な デ ィ レ ク トリに移 動 す る の が 一 般 的 で あ る.

anonymousFTPは あ くま で フ ァイ ル の公 開 を行 うだ け の シ ス テ ム で あ る ため.情 報

の構 造 化 は行 わ れ な い だ け で な く構 造化 を行 う手段 を持 た な い.

ま た,ユ ーザ が ロー カ ル シ ス テ ムの 上 に フ ァイ ル を持 って くる ま で は,ユ ー ザ は フ

ァ イ ル 名 や サ イ ズ,デ ィ レ ク ト リ位 置等 の一 般 の フ ァイ ル に対 す る程 度 の 情報 しか得

る こ とが で きな い.そ の た め,そ の フ ァイ ル が どの よ う な もの で あ る か,例 え ば ドキ

ュ メ ン トか実 行 フ ァ イ ル か,あ る い は バ イ ナ リか ア ス キ ー か,と い っ た非 常 に低 レベ

ル な情 報 の 種 類 の レベ ル ま で情 報 利 用 者 の側 が 意識 す る必 要 が あ る.

(3)シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

anonymousFTPは 一 般 のFTPと 同 様 に サ ー バ ・ク ラ イ ア ン トモ デ ル に よ っ て 実 現 さ

れ て い る.ク ラ イ ア ン ト側 で あ る ユ ー ザ はftpコ マ ン ド等 に よ りサ ー バ 側 で あ るFTPサ

イ ト に ア ク セ ス す る.一 般 に,接 続 時 の ロ グ イ ン ネ ー ム と し て は"f印",あ る い はtt

anonymous"が 用 い ら れ る.パ ス ワ ー ドに は ユ ー ザ の メ イ ル ア ド レス が 用 い ら れ る.セ

キ ュ リ テ ィ対 策 と し て ユ ー ザ 側 の マ シ ン がDNS(DomainNameService)か ら 引 け な い

場 合 は 接 続 を 拒 否 さ れ る こ と が あ る.

各 々のFTPサ イ トに は そ の サ イ トの 運営 方 針 等 に よ りサ イ ト独 自 の情 報 が 蓄 え られ

てい る.し か し,多 数 の ユ ー ザ が頻 繁 に ア クセ ス す る よ う な情 報 は,mirrorと い う仕

組 み に よ り予 め登 録 さ れ た複 数 の サ イ トに 自動 的 に配送 され る.こ れ に よ り負 荷 分 散

や,利 便 性 の 向 上 が行 わ れ る.

2.4.4archie

archieはanonymousFTPサ イ ト上 の フ ァイ ル を イ ンデ ッ ク ス を用 い て検 索 す る た め

の シ ス テ ム で あ る.anonymousFTPサ イ トで は 単 純 に フ ァ イ ル を公 衆 に公 開 す る以 上

の こ と は行 わ れ な い.そ の ため,目 的 の フ ァ イ ル が どの 様 な名 前 で ど の サ イ トに あ る
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か とい っ た情 報 をユ ーザ が 自力 で探 し出 す こ とは非 常 に困 難 で あ る.

archieを 用 い る こ と に よ り,ユ ーザ は どの サ イ トに どの様 な フ ァイ ルが 置 か れ て い る

か を検 索 キ ー を用 い て検 索 す る こ とが可 能 に な る.ま た様 々 な サ イ ト に異 な る バ ー ジ

ョンの フ ァイ ル が置 か れ て い る よ うな場 合 に最 新 バ ー ジ ョ ンを探 し出 す とい った 利 用

が 可 能 で あ る.

」(
1)シ ス テ ム の 位 置 付 け

archieは ネ ッ トワー ク の巨 大 化 お よ び ネ ッ トワ ー ク上 で提 供 され る 情 報 の 多様 化 に と

もな うanonymousFTPサ イ トの増 殖 の中 で,ユ ー ザ が 自 らが必 要 とす る情 報(フ ァイ

ル)を 容 易 に 検 索 す る た め の シ ス テ ム と して 開 発 さ れ た.そ の ためarchieは,複 数 の

anonymousFTPサ イ トに また が っ て フ ァイ ル検 索 す る シ ス テ ム と して特 化 され て い る.

実 際 の検 索 は,個 々 のanonymousFTPサ イ ト上 の フ ァイ ル リス トを蓄 え て い るarchie

の サ ー バ ーが 存 在 して お り,そ の サ ーバ ー に 対 す る検 索 キ ー を用 い た フ ァイ ル名 の検

索 と して行 わ れ る.

(2)情 報 の 管 理 お よ び 提 供 方 法

archieの サ ー バ ー は,個 々 のanonymousFTPサ イ ト上 の フ ァ イ ル リ ス トを 持 つ デ ー

タ ベ ー ス と い え る.フ ァ イ ル リ ス トは 各anonymousFTPサ イ トの フ ル パ ス に よ る フ ァ

イ ル 名 一 覧 で あ り,archieの サ ー バ ー が 個 々 のanonymousFTPサ イ トに 取 り に 行 く こ

と に よ り一 定 時 間 毎 に 更 新 さ れ る.

ユ ーザ の検 索 は,こ の フ ァ イ ル リス トに対 して 行 わ れ る.検 索 キ ー は,フ ァイ ル名

に含 ま れ る特 定 の文 字 列,あ る い は フ ァイ ル 概 要 に含 ま れ る特 定 の ワ ー ドの い ず れ か

を指 定 で きる.文 字 列 に よ る検 索 は,部 分 一 致,正 規 表 現 等 を使 用 す る こ とが 可 能 で

あ る.

検 索 結 果 は,anonymousFTPサ イ ト名 と フ ァ イ ル の フ ル パ ス の 一 覧 と して 返 さ れ る.

ユ ー ザ は こ の 結 果 を見 て,anonymousFTPを 行 い 情 報 を 取 得 す る こ と に な る.

archieで 提 供 さ れ る 情 報 は 各anonymousFTPサ イ トの フ ル パ ス に よ る フ ァ イ ル 名 一

覧 で あ り,イ ン デ ッ ク ス 情 報 と い う 形 でarchieの サ ー バ ー に保 存 さ れ る.

(3)シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

archieは,サ ー バ ・ク ラ イ ア ン トモ デ ル に よ っ て 実 現 さ れ て い る.ユ ー ザ はarchieコ

マ ン ドな どの ク ラ イ ア ン ト プ ロ グ ラ ム に よ りarchieサ ー バ ー に 接 続 し フ ァ イ ル 検 索 を

行 う.
[
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2.4.5Gopher

Gopherは メ ニ ュ ー 形 式 で情 報 に ア クセ ス す る シ ス テ ム で あ る.ユ ーザ は メ ニ ュ ー か

ら項 目 を選択 す る こ と に よ り,イ ン ター ネ ッ ト上 に分 散 す る多 様 な情 報 資 源 へ の ア ク

セ ス を行 う こ とが で き る.

(1)シ ス テ ム の 位 置 付 け

Gopherは,イ ン タ ー ネ ッ ト上 に 散在 す る各種 の情 報 資 源 を容 易 に取 得 す る た め の シ

ス テ ム で あ る.ユ ー ザ は メ ニ ュ ー を選 択 して い くだ け で,目 的 の 情 報 を そ の形 式 や置

か れ て い る場 所 な ど を気 にせ ず 簡 単 に取得 す る こ とが で き る.

Gopherで は,テ キ ス ト情 報 以外 に も画 像 や音 声 情 報 な ど様 々 な形 式 の情 報 が 提 供 さ

れ て お り,誰 で も容 易 に その 情 報 を得 る こ とが で き る.anonymousFTP等 で も様 々 な

情 報 が 提 供 され て い る が,こ れ らの 情 報 は単 な る フ ァ イ ル と して提 供 され てお り,ユ

ー ザ は そ れが どの よ う な情 報 で あ る か を意 識 し,そ の 形 式 に応 じた処 理 を行 わ な け れ

ば な らな い.し か しGopherで は,メ ニ ュー 選 択 とい う統 一 的 な方 法 で情 報 を 取得 し,

そ の 形 式 に応 じた処 理 を 自動 的 に行 う.こ れ に よ り初 心 者 で も簡 単 に情 報 を得 る こ と

が で きる.

(2)情 報 の 管 理 お よ び 提 供 方 法

Gopherで は,メ ニ ュー 形 式 の イ ンデ ック ス を た ど る こ とに よ っ て情 報 提供 が 行 わ れ

る.イ ンデ ッ クス の 内 容 は,下 位 の メ ニ ュー や 別 のGopherサ ーバ へ の ポ イ ン タ,情 報

の保 管 場 所 な どで あ る.実 際 の情 報 は,Gopherの サ ー ビス を行 っ て い る ホ ス トの フ ァ

イ ル シ ス テ ム上 に保 存 され て い る.

Gopherで は様 々 な形 式 の情 報 を 提 供 す る が,こ れ は,イ ンデ ッ クス に そ の情 報 の 形

式 を指 定 す る こ と に よ っ て実 現 され る.メ ニ ュー は階層 構 造 とな っ て い る が,そ の 最

下位 に情 報 を保 存 した フ ァイ ル の デ ィ レ ク トリと,そ の情 報 の形 式 が 記 述 さ れ て い る.

利 用 者 が情 報 の取 得 を行 っ た場 合,こ の形 式 に従 っ て そ の処 理 が行 われ る.

(3)シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

Gopherは,サ ー バ ・ ク ラ イ ア ン ト モ デ ル に 従 い 実 現 さ れ て い る.ユ ー ザ は,

xgopher等 の ク ラ イ ア ン トプ ロ グ ラ ム に よ りGopherサ ー バ に ア ク セ ス し,イ ン デ ッ ク

ス を 取 得 す る.こ の イ ン デ ッ ク ス を ク ラ イ ア ン ト側 で メ ニ ュ ー 形 式 に 表 示 し,ユ ー ザ

は そ の メ ニ ュ ー か ら 目 的 の イ ン デ ッ ク ス を 選 択 す る.
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Gopherサ ー バ は イ ン ター ネ ッ ト上 の複 数 の サ イ トに存 在 し,従 っ て,Gopherに よっ

て 取得 で きる情 報 は イ ン ター ネ ッ ト上 に分 散 配 置 され て い る.イ ン デ ッ クス の 中 に は,

他 のGopherサ ーバへ の ポ イ ン タ とな っ て い る もの が あ り,こ の イ ンデ ッ ク スが 選 択 さ

れ た場 合,ク ライ ア ン トは 自動 的 に サ ーバ の 切 替 え を行 う.こ れ に よ りユ ーザ は,複

数 の サ ーバ に分 散 し た情 報 を そ の 存 在 場 所 な どを気 にせ ず,容 易 に取 得 す る こ と が で

き る.

2.4.6WAIS

WAISは 分 散 型 テ キ ス ト検 索 シス テ ムの 一種 で,文 献 情 報 コ ン ピュ ー タ に検 索 させ る

方 法 を 定 め たANSI規 格(Z39.50)を ベ ー ス に して お り,ネ ッ ト ワー ク上 に分 散 して

お い て あ る様 々 な デ ー タ をそ れ らの イ ンデ ッ クス を も と に,ユ ーザ が 与 え た キ ー ワー

ドに従 っ て検 索 す る シス テ ムで あ る.

(1)シ ス テ ム の 位 置 付 け

WAISは 巨 大 な ネ ッ トワー クの 各 所 に分 散 して い る様 々 な情 報 それ ぞれ の キ ー ワー ド

抽 出 を お こな い,そ れ らを ま と め た イ ンデ ッ クス をあ た か もデ ー タベ ー ス と して と ら

え,そ の デ ー タベ ー ス に対 す る検 索 を行 う シス テ ムで あ る.

検 索 は キ ー ワー ドで行 わ れ る が,デ ー タベ ー ス が 巨 大 に な る た め単 純 な 一 致,不 一

致 で は 問題 が生 じる.そ の た め どの程 度 キー ワー ドが 含 ま れ て い る か とい っ た,キ ー

ワ ー ドの適 合 度 に 関 す る情 報 も ユ ー ザ に与 え る こ とが で きる.ま た,検 索 結 果 を 用 い

て リ レバ ンス ・フ ィー ドバ ッ ク と呼 ばれ る,類 似 情 報 を さ らに検 索 す る機 能 も持 つ.

(2)情 報 の 管 理 お よ び 提 供 方 法

WAISで は情 報 を 提 供 す るサ イ トの こ とを ソ ー ス と呼 ん で い る.ソ ー ス で はWAISサ

ー バ ー が 動 い てお り ,WAISク ラ イ ア ン トか らの 検 索 要求 を処 理 す る.現 在 イ ン タ ー

ネ ッ ト上 で提 供 され て い る ソー ス は効 率 よ く検 索 す る た め に テー マ ご とに用 意 さ れ て

い る.

WAISで は ソ ー ス を 自 動 的 に見 つ け る機 構 は 存 在 し な い た め,現 在 イ ン タ ー ネ ッ トで

提 供 さ れ て い る ソ ー ス と,提 供 さ れ て い る ホ ス ト を 知 る 必 要 が あ る.そ の た め

directory-of-serversと 呼 ば れ る 特 別 な ソ ー ス が 運 用 さ れ て お り,こ の ソ ー ス が,公 開

さ れ て い るWAISサ ー バ ー の 次 の よ う な5つ の 情 報 を,蓄 積 ・提 供 す る.

・サ ー バ の 稼働 して い る ホス ト名
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・デ ー タベ ース 名

・ア クセ ス ポー トの番 号

・ソー ス の 管 理 者

・ソー ス が 提 供 す る情 報 につ い ての 簡 単 な説 明

ユ ーザ か らの検 索 は,キ ー ワー ドに よ って行 な う.キ ー ワ ー ドは論 理 和 を用 い て複

数 設 定 す る こ とが で きる.検 索 結 果 は イ ンデ ッ クス に キ ー ワー ドを含 む デ ー タの 一 覧,

お よ び キ ー ワー ドの 適 合 度 と して与 え られ る.ま た,検 索 結 果 を用 い て リ レバ ン ス ・

フ ィー ドバ ッ ク と呼 ば れ る,類 似 情 報 の検 索 が 可 能 で あ る.

ユ ーザ が作 っ た イ ンデ ッ ク ス と検 索結 果 を も と に した ソー ス 情 報 の2つ を公 開 す る

こ とに よ って,ユ ーザ か らの情 報 提 供 を容 易 に行 な う こ とが 可 能 で あ る.

ソ ー ス が提 供 す る情 報 の ほ とん どが テ キス ト情 報 で あ る た め,自 動 的 に キー ワ ー ド

抽 出 を 行 な う こ とが 可 能 で あ る.ま た,ネ ッ トワー ク ・ニ ュー ス や メ ー ル な どの,元

に な る テ キ ス ト情 報 の種 類 に よ っ て イ ン デ ックス の作 成 法 を変 え る こ とが 可 能 で あ る.

マ ル チ メ デ ィア 情 報 の取 り扱 い に関 し て は研 究 が行 な わ れ て い る が,現 在 の と こ ろ

フ ァイ ル名 が キ ー ワ ー ドと して用 い られ て い る.

(3)シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

WAISは,サ ーバ ・ク ライ ア ン トモ デル に よ っ て実現 され て い る.ソ ー ス で はWAIS

サ ー バ ー が 動 き,WAISク ラ イ ア ン トか らの リクエ ス トに応 じ て,検 索 や 情 報 の 提 供

を行 う.サ ー バ ー,ク ライ ア ン ト間 の 通 信 プ ロ トコル はZ39.50が 用 い ら れ て い る.

WAISク ラ イ ア ン トで は,提 供 され た情 報 に 合 っ た ビ ュー ワ を 自動 的 に起 動 す る こ と

が 可 能 にな っ て い る.

2.4.7WWW

WWWは,ハ イ パ ー テ キ ス トの モ デ ル に基 づ き情 報 を提 供 す る,現 在 最 も注 目 を浴

び て い る情 報 シ ス テ ムで あ る.利 用 者 は,提 供 さ れ る情 報 間 に張 られ たハ イパ ー リ ン

ク を た ど る こ と に よ って,次 々 と情 報 に ア ク セ ス してい くこ とが で き る.情 報 ア クセ

ス の 便 利 さ と と も に,リ ン ク を た どる こ とに よる思 い が け ない 情 報 の 発 見 や,情 報 の

表 現 能 力 の 豊 か さな どの 楽 しさが,こ の シ ス テ ムの 普及 に貢 献 して い る.

(1)シ ス テ ム の位 置付 け
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WWWはGopherと 同様,情 報 資 源 の 共 有 と容 易 な ア ク セス を 目 的 と して い る.そ れ

ぞ れの 利 用 者 が 持 つ 情 報 資 源 を広 く公 開 し,情 報 間 の 関 係 に従 っ て張 られ たハ イ パ ー

リ ンク を た どる こ と に よ っ て,異 な る サ イ トに存 在 す る 情 報 に も容 易 に ア クセ ス す る

こ とが 可 能 とな る.こ の よ うに 情 報 に対 して 相 互 に リ ン ク を張 る こ と に よ り全 世 界 的

な情 報 の共 有 を行 う こ とが で き,こ れがWWW(WorldWideWeb)と い う名 前 の 由 来 で

あ る.

このWWWは,当 初,研 究 結 果 や論 文 等 の情 報 資 源 の 共有 を 目的 と し て い た.論 文

中 の 引 用 箇 所 にハ イ パ ー リ ン ク を張 る こ とで,関 連 す る 論 文等 へ の容 易 な ア ク セ ス が

可 能 と な る.

しか し,ハ イパ ー テ キス ト中 に画 像 や 音 声 を含 め る こ とが 可 能 で あ る な ど情 報 の 表

現 能 力 の 高 さや,イ ン タ フ ェー ス な どに対 す る拡 張 性 も備 え てい る た め,現 在 で は企

業 や個 人 情 報 の紹 介,デ ー タベ ー ス シ ス テ ム に対 す る イ ンタ フ ェ ー ス と して の利 用 な

ど,様 々 な用 途 に用 い ら れ て い る.一 部 で は,WWWを 用 い て新 製 品 の広 告 を行 っ た

り,商 品 の注 文 な ど に も利 用 さ れ始 め て い る.

(2)情 報 の 管 理 お よ び 提 供 方 法

WWWで は,情 報 は ハ イパ ー テ キ ス ト ドキ ュ メ ン トと して提 供 さ れ る.情 報 提 供 者

が ハ イ パ ー テ キ ス ト ドキ ュ メ ン トを記 述 し,こ れ をWWWの サ ー バ ー が 存 在 す る ホ ス

トの フ ァイ ル シ ス テ ム に保 存 す る.こ れ をMosaic等 の ツー ル に よ っ て ア ク セ ス す る こ

とで,そ の 情 報 を取 得 す る こ とが で きる.

WWWで 提 供 さ れ る ハ イ パ ー テ キ ス ト ドキ ュ メ ン ト はHTML(HyperTextMarkup

Language)と 呼 ば れ る ハ イ パ ー テ キ ス ト記 述 言 語 に よ っ て 記 述 さ れ る.こ のHTMLは,

文 書 構 造 記 述 言 語 で あ るSGML(StandardGeneralizedMarkupLanguage)の サ ブ セ ッ ト

で あ り,こ れ に,ハ イ パ ー リ ン ク や 画 像 情 報,音 声 情 報 を 扱 う た め の 拡 張 を行 っ た も

の で あ る.現 在 そ の 仕 様 が 検 討 さ れ,バ ー ジ ョ ン ア ッ プ が 続 い て い る.

HTML2.0

現 段 階 で 標 準 的 に サ ポ ー ト さ れ て い る バ ー ジ ョ ン は2.0で あ る.HTML2.0で は,

・ハ イパ ー リ ン ク

・サ イ ズ や タイ プな どの 指 定 に よ る文 字 装 飾

・箇 条 書 な どの 文 章構 造

・画 像 や音 声 情 報

・ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス
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を扱 え る よ う に な っ て い る.

画 像 や 音 声 な ど の 各 種 の情 報 も扱 え る こ と にな っ てい るが,テ キス トと同様 に 扱 う

こ とが で きる の は静 止 画 像 の フ ォ ー マ ッ トで あ るGIFお よ びXBM形 式 の み で あ り,そ

れ 以外 の情 報 は,MIMEシ ス テ ム を利 用 し,外 部 の ツー ル に デ ー タの 処 理 を依 存 す る

形 と な っ て い る.

HTML2.0で は情 報 間の 空 間的,ま た は 時 間 的位 置 関係 の 表 現 は行 え な い.こ れ は,

同様 にSGMLを 拡 張 し,ハ イ パ ー リ ン クや 各 種 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ を扱 え る よ う に

した ハ イパ ー メ デ ィ ア記 述 言 語HyTimeと は異 な る.

HTMLの 大 き な特 徴 と して,外 部 コマ ン ドの呼 び 出 し機 能 と そ の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ

ー ス の 実 現 が 挙 げ られ る .HTMLに よ りボ タ ンや 文 字 入力 等 の ユ ーザ イ ン タフ ェー ス

を記 述 し,そ こか ら の 入 力 を外 部 コ マ ン ドに 渡 し,そ の 実行 結 果 を表 示 す る こ と が可

能 で あ る.こ れ に よ り,WWWに な い 機 能 を外 部 コマ ン ドに よ り実 現 し,優 れ た拡 張

性 を実 現 す る.デ ー タベ ー ス 等 の ア プ リケ ー シ ョ ン プ ログ ラ ム に対 し,HTMLに よ り

ユ ーザ イ ン タ フ ェ ー ス を実 現 して い る もの な どが よ く見 か け られ る .

HTML3.O

HTMLは,他 の 情 報 シ ス テ ム に比 較 し大 き な情報 表 現 能 力 を 有 す る が,そ れ で も自

由 な情 報 表現 を行 お う と した場 合 に はか な りの 制約 が あ っ た.現 在 そ の標 準化 が す す

め ら れ て い る バ ー ジ ョ ンで あ るHTML3.0で は,HTML2.0の 機 能 に加 え,

・図 や 表 の表 示

・数 式 の 表 現

・ペ ー ジ レイ ア ウ ト

な どの 機 能 が 拡 張 され て お り,文 章 表 現 能力 の 強化 が は か られ て い る.

図 や 表,数 式 の 表 現 はLaTeXに 似 た形 式 で実 現 され,こ れ と と も に,フ ォ ン トに対

す る機 能 拡 張 も行 わ れ てい る.ま たペ ー ジ レ イ ア ウ ト機 能 で は,セ ン タ リ ン グ機 能 と

い っ た 簡 単 な もの か ら,図 表 に対 す る 回 り込 み 処 理 な ど の か な り高 機 能 な レイ ア ウ ト

を実 現 す る.こ れ に よ り,HTMLは,ハ イパ ー テ キ ス ト ドキ ュ メ ン トの 記 述 とい う 目

的 以 外 に,DTPの よ う な情 報 表 現 とい う方 向 に進 み つ つ あ る.

あ く まで これ らの機 能 は は規 格 段 階 で あ る が,WWWの ク ラ イ ア ン トプ ロ グ ラ ム で

あ る一 部 の ツー ル で は,そ の部 分 的 なサ ポー トが行 わ れ て い る.
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この ハ イパ ー テ キ ス ト ドキ ュメ ン トを提 供 す るWWWサ ー バ は,複 数 の ホ ス ト上 に

配 置 さ れ る.情 報 提 供 者 は,自 分 が使 用 して い る コ ン ピ ュー タ上 にWWWの サ ーバ を

走 らせ,フ ァイ ル シ ス テ ム上 の 指 定 され た デ ィ レ ク トリ に,提 供 しよ う とす るハ イ パ

ー テ キ ス ト ドキ ュ メ ン トを保 存 す る .WWWサ ー バ ー が存 在 す る ホ ス トの ユ ーザ で あ

れ は誰 で も自 由 に ドキ ュ メ ン トを置 き情 報 提 供 を行 う こ とが で き,そ の 結 果,イ ン タ

ー ネ ッ ト上 に様 々 な 情 報 が分 散 配 置 され る こ と にな る .

情 報利 用 者 はMosaic等 の ツ ー ル を用 い てWWWサ ーバ に ア ク セ ス し,ド キ ュ メ ン ト

デー タ を取得 す る.ま た 同 時 に,そ の ドキ ュ メ ン トの ナ ビゲ ー シ ョン を行 う.ハ イパ

ー リン クの 張 られ た 部 分 を マ ウ ス な どで 指 定 す る こ と に よ り,そ の リ ン ク を た ど っ て

次 々 と ドキ ュ メ ン トに ア クセ ス してい くこ とが で きる.

この と き,リ ン クが 示 す 情 報 の 存在 場所 はURL(UniformResourceLocators)と 呼 ば

れ る方 式 で指 定 され る.こ れ は サ ーバ が 存 在 す る ホス ト名 と,そ の ホ ス ト上 の フ ァ イ

ル シス テ ム にお け る デ ィ レク ト リ名 とを組 み 合 わせ た も の で あ る.リ ン ク をた ど る こ

とに よ っ て,こ のURLに 従 い 自 動 的 にサ ー バ が 切 り替 られ る ため,ユ ーザ は,ド キ ュ

メ ン トが どの サ ー バ に置 か れ て い るか を意 識 す る必 要 が な い.

(3)シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

WWWも,サ ー バ ・ク ラ イ ア ン トモ デ ル に従 い 実 現 され る.ユ ー ザ は ク ライ ア ン ト

とな る ツ ー ル類 を使 用 して サ ーバ に ア ク セ ス し,HTMLで 記 述 さ れ た ドキ ュメ ン トを

見 る こ とが で き る.

ク ラ イ ア ン トプ ロ グ ラ ム はMosaicやNetscapeを は じ め 何 種 類 か 存 在 し,UNIXシ ス テ

ム やWindows,Macintosh上 で 利 用 す る こ と が で き る.こ れ ら の ク ラ イ ア ン ト を 使 用

す る こ と に よ っ て サ ー バ へ の ア ク セ ス や ドキ ュ メ ン トの 取 得 を 行 う と 同 時 に,ハ イ パ

ー テ キ ス トと し て の ドキ ュ メ ン トの ナ ビ ゲ ー シ ョ ン を 行 う .

WWWの サ ー バ は,通 常httpdと 呼 ば れ る も の で,1つ の ホ ス ト上 に1つ の サ ー バ プ

ロ グ ラ ム が 存 在 す る.サ ー バ ・ク ラ イ ア ン ト間 の 通 信 はhttp(HyperTextTransfer

Protocol)に 従 っ て 行 わ れ る.

2.5各 情 報 シス テ ム とMineSと の比 較

今 回 調査 した イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 各 種 情 報 シ ス テ ム とMinesと の 比 較 は以 下 の よ う

にな る(図2-1).
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名前 情報の提供方法 情報の存在場所 情報の構造化 アーキテクチャ

E-ma1 テキス トの送信 一 な し サ イ ト リ レー

NetNews テキス トの送信 ロ ー カ ル(重 複) ディレク トリ構造
サ ー バ ー ・ク ラ イ ア ン ト

モ デ ル&サ イ ト リ レー

ftp ファイルを配置 ロ ー カ ル デ ィ レク トリ構 造
サ ー バ ー ・ク ラ イ ア ン ト

モ デ ル

archie
f印サ イ トへ の問 い

合 わせ(自 動)
ロ ー カ ル イ ン デ ック ス

サ ー バ ー ・ク ラ イ ア ン ト

モ デ ル

gopher インデ ックスを記述 分散配置
イ ン デ ック ス&

デ ィ レク トリ

サ ー バ ー ・ク ラ イ ア ン ト

モ デ ル

WWW
ハ イ パ ー テ キス トの

記 述
分散配置 ハ イ パ ー テ キ ス ト サ ー バ ー ・ク ラ イ ア ン ト

モ デ ル

WAIS イ ンデ ッ クス を記 述 ロ ー カ ル イ ンデ ッ クス
サ ー バ ー ・ク ラ イ ア ン ト

モ デ ル

MineS
メタ記述可能なUI記

述言語 の送信
分散配置

DBを 含 み プログ ラ
マ ブル

すべ て プ ロ グ ラム可 能 な
パ ー トナ モ デ ル

図2-1イ ン タ ー ネ ッ ト上 の情 報 サ ー バ



3 MineSフ.ロ ト タ イ プ

3.1は じ め に

昨年 度,我 々 は全 国各 地 域 で の デ ー タベ ー ス利 用 を活 性 化 し,地 域 情 報 化 を促 進 す

る こ と をめ ざ し,MineSプ ロ トタイ プ を作 成 した.MineSの 目的 は ユ ー ザ に情 報 発 信 ・

収集 で きる環 境 を提 供 す る こ とに あ る.こ の章 で はMineSプ ロ トタ イ プ の概 要 を 説 明

す る.

本 章 の構 成 は以 下 の よ うに な っ て い る.3.2節 で は 昨 年度,開 発 したMineSの め ざす

情 報 環 境 を ネ ッ トワー ク,デ ー タベ ー ス の点 か ら説 明 し,3.3節 で は3.2節 で述 べ た情

報 環境 を構 築 す る た め のMineSの アー キ テ ク チ ャを示 し,3.4節 で は この ア ー キ テ クチ

ャ に沿 い,開 発 したMineSプ ロ トタ イ プ に つ い て説 明 す る.

3.2MineSの め ざ す 情 報 環 境

MineSの め ざ す地 域 情 報化 とは 各 地 域 に住 む 人 々 が 活発 に情 報 を発 信 し,ネ ッ トワ

ー ク を 通 して広 く流 布 す る こ と が で きる と と も に
,情 報 を受 け た者 が さ ら に発 信 者 と
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な る よ うな情 報 交 換 が で き る 環境 を構 築 す る こ と を 意 味 す る.そ こでMineSで は個 人

を対 象 と して個 人 情 報(以 後 パ ー ソナ ル デ ー タ と よぶ)を 容 易 に デ ー タベ ー ス 化 し,

ネ ッ ト ワー ク を通 して 情 報 交 換 で き る よ うな 情 報 環境 を利 用 者 に提 供 す る こ と を 目的

とす る.MineSが 提 供 す る この よ うな情 報 環境 をMineSス ペ ー ス と呼 ぶ.我 々 が 考 え

る デ ー タベ ー ス,ネ ッ トワ ー ク に つ い て以 下 に述 べ る.

(1)デ ー タ ベ ー ス

パ ー ソ ナ ル デ ー タは小 規模 で あ り,必 ず し も特 定 の デ ー タ ベ ー スマ ネ ー ジメ ン トシ

ス テ ム(DBMS)に よ り管 理 され る必 要 が な い もの が ほ とん で あ る.そ こ でMineSで は利

用 者 が 容 易 に デ ー タ ベ ー ス化 で きる こ とを第 一 の 目的 と し,小 規 模 な デ ー タベ ー ス を

構 築 す る こ とを考 え る.こ の デ ー タベ ー ス は ワ ー クス テ ー シ ョン だ け で は な く,パ ー

ソナ ル コ ン ピュ ー タ上 で も構 築 で き る もの とす る.

この よ うにMineSの デー タベ ー ス は個 々 の ユ ーザ の端 末 で構 築 され,分 散 して存 在

す る.し か しなが ら,ユ ーザ が 情 報 収 集 す る際 に は,こ れ らの デ ー タ ベ ー ス が協 調 し,

あ た か も一 つ の 大 きな デー タベ ー ス と して存 在 す る必 要 が あ る.

(2)ネ ッ ト ワ ー ク

MineSで は複 数 の コ ン ピュー タ を通 信 シス テ ム に よ り相 互 に 接 続 した もの を コ ン ピ

ュ ー タ ネ ッ トワー ク と呼 ぶ.現 在,個 人 が利 用 で きる コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワ ー ク はイ

ン ター ネ ッ トで あ る.し たが って,MineSで 利 用 で きる ネ ッ トワー ク は イ ンタ ー ネ ッ

トを 中 心 と した もの を考 え て い る.ま たMineSに お け る ネ ッ トワ ー クの利 用 は個 人利

用 を考 慮 してい るの で,そ の利 用 者 が 用 い る コ ン ピュー タ はパ ソ コ ン か らワ ー ク ス テ

ー シ ョ ンに至 る多 機 種 を考 え て い る .

MineSで はイ ン タ ー ネ ッ トを中 心 とす る こ と に よ り,デ ー タ ベ ー ス の 分 散 と協 調 的

利 用 が 可 能 とな る.ま た,イ ン ター ネ ッ トを通 して ア クセ ス で きるMineS以 外 の 複 数

の デ ー タベ ー ス も,MineSの シス テ ム ア ー キ テ クチ ャ に合 う もの で あ れ ば,MineSシ

ス テ ム を通 して,協 調 的 利 用 が で き る もの とす る.

以 上 を 図3-1に ま と め る.図3-1に 示 す よ う に,MineSは,(1)特 定 の コ ン ピ ュ

ー タ の 機 種 に 依 存 せ ず
,(2)イ ン タ ー ネ ッ ト等 の 特 定 の ネ ッ トワ ー ク に も依 存 す る

こ と な く,利 用 す る こ と が で き る.従 っ てMineSシ ス テ ム の 利 用 者 は ,コ ン ピ ュ ー タ

の 機 種,ネ ッ ト ワ ー ク を 意 識 す る こ と な く,MineSの 提 供 す る 情 報 環 境 ヘ ア ク セ ス す

る こ と が で き る.
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図3-1MineSが 構 築 す る 情 報 環 境(MineSス ペ ー ス)



3.3MineSの ア ー キ テ ク チ ャ

MineSは3.2節 で 示 した 情 報 環 境(MineSス ペ ー ス)を 実 現 す る た め に,以 下 の3つ

の視 点 か らシ ス テ ム を構 築 す る.す な わ ち,(1)パ ー ソナ ル デ ー タ を対 象 にす る,

(2)そ れ ぞ れ の コ ン ピ ュー タの機 能 を活 か しな が ら複 数 の 端 末 に対 応 し,情 報 発 信 ・

収 集 で きるユ ー ザ ー イ ン ター フ ェー ス を持 つ,(3)イ ン ター ネ ッ トを 中 心 と し た ネ

ッ トワー ク で あ り なが ら個 人 が 利 用 で き る 範 囲 の 広 い ネ ッ ト ワ ー ク を利 用 す る.

MineSの ア ー キ テ ク チ ャ は メデ ィア,ネ ッ トワ ー ク,シ ス テ ムの 三本 柱 か ら構 成 さ れ

る.そ れ ぞ れ につ い て 以 下 に示 す.

3.3.1メ デ ィ ア ア ー キ テ ク チ ャ

MineSス ペ ー ス で は デ ー タベ ー ス,ネ ッ トワー ク を介 した メ デ ィ ア(情 報 媒 体)を

ユ ーザ が容 易 に使 用 し,情 報 交換 を行 な う.MineSで はユ ー ザ に2種 類 の メ デ ィ ア を

提 供 す る.そ れ は,(1)動 画,音 声,テ キ ス ト等 が 一 つ の 形 式(フ ァ イル 等)で 格

納 さ れ て い るマ ル チ メ デ ィ ア,(2)デ バ イ ス,プ ロ トコル に依 存 せ ず デ ー タ の 転 送

の み を考 慮 した転 送 メ デ ィ アで あ る(図3-2).

ま た,こ れ らの2つ の メ デ ィア を利 用 す る こ と に よ り,複 数 の デ ー タベ ー ス か ら得

られ た デ ー タ を 目的 に応 じて 自 由 に表 示 形 式 を作 成 で き,な お か つ デ ー タ の転 送 の 方

法 を 決 め る こ とが で き る新 た な メ デ ィア を提 供 す る.MineSで は こ の メ デ ィア を ユ ー

ザ メ デ ィ ア と呼 ぶ.ユ ーザ メ デ ィア は個 々 の ユ ーザ は そ の利 用 目的 に応 じて構 築 す る

こ とが で き る.

3.3.2ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ

MineSに お け る ネ ッ トワ ー クの利 用 形 態 は 図3-1で 示 した.こ の利 用 形 態 を 大 別 す

る と,(1)TCPIIPを 用 い た 同期 通 信,(2)シ リア ル 回線 を制御 す る ソ フ トを用 い

る よ う な,無 手 順 で の 同 期 通信,(3)uucpな ど に よ る非 同期 通信,の よ う に分 け る

こ とが で きる.ま た,無 線 を用 い て(1)か ら(3)を 実 現 す る こ と も可 能 で あ る.

この よ うに,MineSの ネ ッ トワー ク ア ー キ テ クチ ャは,利 用 者 が ネ ッ トワ ー ク や使

用 す る機種 を 意 識 しな くて もい い よ う に,さ ま ざ まな形 態 を想 定 して い る.
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複 数 の 種 類 の デ ー タ を1つ の

記 録 メ デ ィア に 記 録

(音、文字、静止画 を単一の方法で記録,

HyTime,HyperODAな ど)

物 理 的 表 現 形 態

(音の記録方法、文字の記録方法、

静止画の記録方法など)

デ ー タ 蓄 積 の た め の メ デ ィ ア

(フ ロッピー、ハー ドデ ィスクな ど)

ユ ー ザ メ デ ィ ア

マル チ メデ ィア

記録 メデ ィア

記録デバイス

転送 メデ ィア

通信 メデ ィア

伝送デバ イス

記録のためのメディアと

伝送のためのメディアを

抽象化 し、統一的に扱 う
メディア

情 報 の 転 送

(同期 、非 同期 、ブ ロー ドキ ャス ト、

マルチ キ ャス ト、1:1)

デ ー タ 通 信 の た め の メデ ィア

(ネ ッ トワ ー ク)

(各種 通信 プロ トコルな ど、パ ソコン

通信 、 フ ァクシ ミリ、イ ンターネ ッ ト)

デ ー タ伝 送(電 気 通 信)の た めの

メデ ィア

(同軸、光ファイバー、無線など)

図3-2メ デ ィア ア ー キ テ クチ ャ



3.3.3シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

MineSの シ ス テ ム アー キ テ ク チ ャはMineSス ペ ー ス を 構 築 す る 上 で の有 効 性 か ら

MineS/DB(デ ー タ ベ ー ス)機 能,MineS/UI(ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス)機 能,

MineS/CS(コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン サ ポ ー ト)機 能 の3つ の 機 能 か ら 構 成 さ れ,そ れ ぞ

れ の機 能 を司 る モ ジ ュ ー ル を デ ー タ ベ ー ス エ ンジ ン(DBE),ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス

エ ン ジ ン(UIE),コ ミュ ニ ケ ー シ ョン サ ポ ー トエ ン ジ ン(CSE)と 呼 ぶ.DBE,

CSEは それ ぞ れUIEに 対 して デ ー タ ベ ー ス機 能,通 信 機 能 を支 援 す る.こ の3つ の モ

ジ ュー ル を搭 載 した 端 末 に よ り コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クは構 成 さ れ る.し か し なが

ら情 報 発 信 を行 わ な い場 合 にはDBEは 必 要 ない.以 下 に そ れ ぞ れ の 機 能,全 体 動 作 に

つ い て概 説 す る.

(1)MineS/DB機i能

MineS/DB機 能 は ユ ーザ の利 用 す る様 々 な端 末 上 で デ ー タ ベ ー ス を構 築,管 理 す る.

具 体 的 な構 造 を 以 下 に示 す.

パ ー ソ ナ ル デ ー タ(地 域 デ ー タ)の デ ー タ ベ ー ス 化

MineSIDB機 能 で はパ ー ソナ ル デ ー タの デ ー タベ ー ス化 を支 援 す る.利 用 者 にユ ー ザ

イ ン タ フ ェ ー ス を通 して デ ー タ ベ ー ス を特 に 意 識 す る こ と な しに容 易 に格 納,検 索 で

き る機 能 を提 供 す る.し か しな が ら,パ ー ソ ナ ル デー タ を対 象 と して い る た め,そ の

利 用 範 囲 を考 慮 し,画 像 等 の あ い まい検 索 の よ う な高機 能検 索 は行 わ な い.

検 索 機 能

MineSで は 一 般 に小 規 模 なパ ー ソ ナ ル デー タ を扱 う た め,デ ー タベ ー ス 構 築 の容 易

性 か ら フ ル テ キ ス ト検 索 方 式 を 用 い る.マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ の検 索 に 関 し て は,

MineS/DBは 直 接 マ ル チ メ デ ィア デ ー タの 検 索 を 行 う機 能 は持 た ず,フ ル テ キ ス ト検

索 か ら副 次 的 に ポ イ ン タを辿 る こ と に よ り検 索 が行 わ れ る形 式 を と る.

ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 部 品 の デ ー タ ベ ー ス化

MineSで は情 報 収 集 の際 に利 用 者 が 作 成 した ユ ー ザ メ デ ィ ア を有 用 な 資 源 と考 え る.

す な わ ち,ユ ーザ メ デ ィ ア には作 成 者 の見 方,利 用 方 法 等 の個 性 が現 れ た もの で あ り,

他 の利 用 者 に も役 立 つ と思 わ れ る か らで あ る.そ こで,様 々 な利 用 者 が作 成 した ユ 一
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ザ メデ ィア は,ネ ッ トワー ク を 通 して他 の利 用 者 か ら利 用 で き る よ う にデ ー タベ ー ス

化 す る.

(2)MineS/UI機 能

MineS/UI機 能 はユ ー ザ の ネ ッ トワ ー ク を通 した デ ー タベ ー ス利 用,情 報 発 信 を行 う

際 の デ ー タベ ー ス 構…築,を 支 援 す る.特 にMineS/UIは ネ ッ トワー ク上 で様 々 な端 末 を

利 用 す るユ ー ザ 間 の 対 話 を 可 能 と し,MineSス ペ ー ス を構 築 す る 際 に重 要 な位 置 を 占

め る.具 体 的 な構 造 を 以下 に示 す.

多 機 種 へ の 対 応

MineSで はUIEを 搭 載 した端末 に よ りネ ッ トワー ク を構 成 し,様 々 な端 末 で 構 築 され

た デー タベ ー ス を ど の ユ ー ザ か ら も利 用 で き る よ う にす る.し たが っ て,そ れ ぞ れ の

機種 の 機 能 を活 か しな が ら複 数 の機 種 に対 応 す るUIEで あ る こ とが 望 まれ る.そ こで,

MineSで は イ ン タ プ リ タ方 式 に よ りUIEを 構 築 す る.す なわ ち 各 機 種 毎 の イ ン タ プ リ

タを作 成 す る こ と に よ り,多 機 種 に対 応 す る.

ユ ー ザ メ デ ィ ア の 構 築

ユ ーザ はMineS/UI上 でユ ーザ メ デ ィア を構 築 す る こ とが で きる.転 送 方 法 を付 加 し

た デ ー タの枠 組 み をユ ーザ が 定 義 で き るた めMineSIUIで ユ ーザ メ デ ィ ア を 実 現 した も

の をUIテ ン プ レー トと呼 ぶ.ユ ーザ はUIテ ンプ レー トを用 い て デ ー タ ベ ー ス か ら検 索

され た デ ー タ を見 る こ とに な る.

MineS!Ul記 述 言 語

MineSで はユ ーザ がUIを 構 築 で き る よ うにMineS/UI記 述 言 語 を提 供 す る.こ の記 述

言語 は ネ ッ ト ワー ク上 の す べ て のUIEで 統 一 的 に使 用 され る.そ の 記 述 内 容 は ユ ー ザ

との イ ンタ ラ クシ ョン,複 数 のUI,DBな ど との 通信,各 メ デ ィア デ ー タの グ ラ フ ィ カ

ル な表 示,UIテ ン プ レー トの構 築 な ど で あ る.

ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス に よ る デ ー タ の カ プ セ ル 化

検 索 や 蓄 積 の対 象 と な るデ ー タ その も の に,そ れ ぞ れ の デ ー タ の種 別 に適 合 し たユ

ーザ イ ン タ フ ェー ス 情 報 を付 加 す る(カ プセ ル化 す る)こ とに よ っ て ,デ ー タベ ー ス

構 築 時 の負 荷 を減 ら し,利 用 者 に と っ て は使 い 易 い ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス の提 供 を実
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現 す る.

(3)MineS/CS機i能

MineS/CS機 能 はUIEに 対 して転 送 メ デ ィア を提 供 し,ネ ッ トワー ク を介 した デ ー タ

の や り取 りをす る.具 体 的 な構 造 を以 下 に示 す.

転 送 メ デ ィ ア の 構 築

MineSICS機 能 はMineS/UIに 複 数 個 の 同期 的 チ ャネ ル と,一 つ の非 同期 的 チ ャ ネ ル

を提供 す る.MineS/UIは 伝 送 用 デ バ イ ス,通 信 プ ロ トコル等 に依 存 す る こ と な くこの

仮 想 的 な チ ャ ネル を用 い て デ ー タ の転 送 を行 な う.さ ら に ブ ロー ドキ ャス ト型/マ ル

チ キ ャ ス ト型/1:1型 の 転 送 メ デ ィア を組 み合 わせ て利 用 で きる よ う に す る.

ネ ッ ト ワ ー ク 上 で の 役 割

利 用 者 側 のCSEは 通 信 メ デ ィ ア を 介 して他 のCSEと 通 信 を行 な う.こ こで他 のCSE

とは,(1)MineS/DBEを 有 す る情 報 発 信 側 等 の コ ン ピュ ー タのCSE,(2)フ ァ ク シ

ミ リ送 信 な どの機 能 を 持 つCSE,の2種 類 が あ る.(2)の 方 法 は,MineSが コ ン ピ ュ

ー タネ ッ トワ ー ク に と ど ま ら な い
,複 数 の通 信 メ デ ィ ア(マ ル チ テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ

ョ ンメ デ ィ ア)へ 対 応 して い る こ とを意 味 す る.

(4)全 体 動 作

MineS全 体 の 動 作 の 流 れ を 図3-3に 示 す.DBE,UIE,CSEそ してDBEが 管 理 す る

DB(デ ー タベ ー ス)が す べ て実 装 され た シス テ ムをMineSフ ル シ ス テ ム と呼 び,デ ー

タの 蓄 積 ・検 索 要 求 を受 け付 け る サ ー バ と な り得 る.ま たUIE,CSEの み が 実 装 さ れ

た シ ス テ ムは,ク ライ ア ン トと して の機 能 の み を持 つMineSサ ブ シス テ ム で あ る.

MineSフ ル シス テ ム は,自 らのUIE,CSEをMineSサ ブ シ ス テ ムの よ う に用 い て,他 の

MineSフ ル シス テ ム と通信 す る こ と も可 能 で あ る.

この 図 で はユ ーザ は左 側 に あ るMineSサ ブ シ ス テ ム のUIEと 直 接 イ ン タ ラ ク シ ョ ン

を して い る.MineSサ ブ シ ス テ ム のUIEは ユ ー ザ の入 力 をUI記 述 に 変 換 す る.UI記 述

とはMineSのUI(ユ ー ザ イ ンタ フ ェ ー ス)の 構 造 を記 述 した 言 語 で あ る.MineSサ ブ

シ ス テ ム のUIEはCSEの ネ ッ トワー ク 抽 象 化 機 能 に よ り,ネ ッ トワ ー ク を意 識 せ ず に ,
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UI記 述 を 用 い てMineSフ ル シ ス テ ム のUIEと 通 信 す る こ とが で き る.UI記 述 を 受 け取

っ たMineSフ ル シ ス テ ム のUIEは,UI記 述 を イ ン タ プ リ ト し,DBEへ 処 理 要 求 を出 す.

DBEはUIEか らの処 理 要 求 を受 け て,DBに 対 す る デ ー タ検 索,デ ー タ蓄 積 な どの 処 理

を す る.

DBEは,処 理 結 果 をUIEに 返 す.結 果 を受 け取 っ たUIEは,MineSサ ブ シス テ ムの

UIEに 検 索 結 果 を渡 す ため,デ ー タ の カプ セ ル化 を行 う.カ プ セ ル 化 さ れ た デ ー タ は

CSEの ネ ッ トワ ー ク抽 象 化 機 能 に よ りMineSサ ブ シ ス テ ム のUIEに 渡 され,UIEは その

デ ー タ を イ ンタ プ リ トしてユ ーザ に表示 す る.

この よ うに,実 際 はUIE,CSE,DBEを 通 じ てユ ーザ の 要 求 が 処 理 され るが,ユ ー

ザ に は あ た か もDBと 直 接 対 話 を して い る よ うに見 え る こ と にな る.

3.4MineSの 実 装

MineSプ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム の 実 装 で は イ ン タ ー ネ ッ トを 中 心 と し て,イ ン タ ー ネ

ッ トに 直 接 接 続 し て い る ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン,ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン に 接 続 す る パ ソ コ

に よ り コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク を構 成 した.

プ ロ トタ イ プ 開 発 に お け る 各 エ ン ジ ン の 実 装 の 範 囲 が 図3-4の 点 で 示 し た 部 分 で あ

る.す な わ ちUNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 上 のDBE,UIE,CSE,そ し てMS-DOSパ ソ コ

ン 上 のCSE,UIEで あ る.UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン上 の シ ス テ ム は サ ー バ と して 実 装

さ れ て お り,DBEはC言 語 で,UIEとCSEはDeLis(三 石 他,1993)を 機 能 拡 張 す る こ

と に よ っ て 表 現 さ れ て い る.ま たMS-DOS上 の シ ス テ ム は ク ラ イ ア ン ト と し て 実 装 さ

れ,UIE,CSEはDeLisに よ っ て 表 現 さ れ て い る.

各 エ ン ジ ン の 実 装

図3-5に は そ れ ぞれ の機 種 に どの エ ン ジ ンが 実装 され た か を示 して あ る.現 在 まで

にUNIXをOSと した ワ ー クス テ ー シ ョ ン に はDBE,U'IE,CSEを 実 装 した.こ れ は

TCP/IPに よ る 同 期 通 信 に よ り,サ ー バ と して 機 能 し て い る.ま たMS-DOS,MS-

Windowsの パ ソ コ ン に はUIE,CSEを 実装,こ ち ら もTCP!IPに よ る同 期 通 信 で,ク ラ

イ ア ン ト と して 機 能 す る.ま た,MacOSに もUIE,CSEを 実 装 し た.こ れ ら は

HyperCardに よ っ て表 現 され た ク ラ イ ア ン トで,シ リ アル 回線 を使 っ て無 手 順 で の 同

期 通信,ま たuucpな ど に よる非 同期 通信 の 実験 を行 っ た もの で あ る.
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各種OSとMineSの 通信方法 現在の各エ ンジンの実装 代表的機種

OS プロトコル等DBEUIECSE

1 UNIX TCMPに よる同期通信 ○ ○ ○

2
UND〈 ワー ク ス テ ー シ ョ ン

無手順での同期通信 × × ×
UNIXを 載せたパソ コン

3 uucpな どによる非 同期通信 × × ×

4 MS・ ・DOS TCMPに よる同期通信 × ○ ○

5 無手順 での同期通信 × × ×1℃-9800パ ソコン

6 uucpな どに よる非 同期通信 × × ×

7 MS-Windows TCP乃Pに よる同期通信 × ○ ○

8 無手順 での同期通信 × × ×1℃,g800パ ソコン

9 uucpな どに よる非 同期通信 × × ×

10 MacOS TCMPに よる同期通信 × × ×

11 無手順での同期通信 × ○OMacintosh

12 uucpな どによる非同期通信 × ○ ○

(注)「 各種OSとMineSの 通信方 法」 の 「無手順 での同期 通信 」 とは、

通信 の ようにシ リアル回線 を制御 す るソ フ トを用 いた場合 を指 す。

「現在 の各エ ンジ ンの実装」 の○ 印 は実装済 を示す。

一般 の パ ソ コ ン

図3-5MineS搭 載 可 能 コ ン ピ ュー タ と現 在 の 実 装





部二

 

第





4MineS運 用 版 の 仕 様

4.1は じ め に

この4章 で は 昨 年度 我 々 が 開発 したMineSプ ロ トタイ プ版 を基 礎 と し,実 運 用 に耐

え られ る よ う拡 張 したMineS運 用版 につ い て述 べ る.ま ず4.2節 で はMineS運 用版 とは

い か な る もの で あ り我 々 が ど の よ う に考 え てい る か を 解 説 し,4.3節 で4.2節 で述 べ ら

れ た こ とを実 現 す るMineS運 用 版 の 詳細 な仕 様 を 述べ る.そ して4.4節 に於 て各仕 様 に

基 づ い て作 成 さ れ たMineS運 用 版 を形成 す る 各 関数 に つ い て解 説 を し,そ して今 回見

直 しを行 っ たMineSが 扱 え る デ ー タ構 造 につ い て4.5節 で解 説 す る.

4.2MineS運 用 版 と は

我 々 が 考 え るMineS運 用版 とは 「多 くの人 が 違 和 感 な く利 用 で き,ユ ー ザ ー の 要 求

す るデ ータの取得 が 高い信頼性 の もとで実現 で きる水準 に達 している状態 の もの 」 で

あ る.即 ち昨 年 度 のMineSプ ロ ト タイ プ版 は 我 々 の考 え の 実 現 が 出 来 る か 否 か を実 証

す る 場 にす ぎなか っ た.そ して 今 年 度 の 開発 で は,そ れ ら実証 され た こ と をベ ー ス に
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して実 運 用 に耐 え得 るMineS運 用 版 を構 築 す る こ とで あ る.

で は具 体 的 に,実 運 用 とい う こ とに際 し一 般 的 に必 要 とな る事 項 と して以 下 の こ と

が 挙 げ られ る.

・運 用 マ ニ ュア ル ,運 用 体 系 が 確 立 して い る

・どの よ うな場 合 で も エ ラー リ カバ リが 確 立 され てい る

・使 う人 の 立場 に立 っ て作 成 され て い る(利 用 者 の立 場 で構 築 され て い る)

・MineSで 定 義 さ れ て い る もの が 実現 され て い る

以 上 の 事 項 を最 低 で も満 た して い な け れば 運 用 レベ ル 達 し た もの と して扱 う こ とが

で き な い.そ こで 今 回 の 開発 で は この 条 件 を満 たせ る もの を 目標 と してMineSプ ロ ト

タ イ プ版 をMineS運 用 版 へ と開発 を行 っ た.

4.3MineS運 用 版 の 各 仕 様

MineS運 用版 はMineSプ ロ ト タ イ プ版 同様 大 き く分 け て2つ の シ ス テ ムか ら成 り立

っ てい る.1つ はDBE,UIE,CSEを 実 装 したMineSフ ル シス テ ム で,複 数 のMineSサ

ブ シス テ ム か らの検 索 要 求 に対 応 す る こ とが で き る.ま た も う1つ はUIE,CSEを 実

装 したMineSサ ブ シ ス テ ムで,MineSフ ル シ ス テ ム に対 してデ ー タ の検 索 要 求 等 を発

行 す る(図4-1).

本 年度 の 開発 で は,MineSフ ル シ ス テ ム とMineSサ ブ シ ス テ ム を 我 々 が考 え る実 運

用 レベ ル に値 す る も の へ と強 化 す る ため に各 仕 様 書 を作 成 し,そ れ に 従 っ て開 発 を 進

め た.具 体 的 には ネ ッ トワ ー ク 機 能 の 充 実,ユ ーザ イ ン ター フ ェー ス 機 能 の 改 良,検

索 さ れ得 る デ ー タ構 造 の 変 更 等 を行 っ た.そ し て こ の 拡 張 を 施 し た こ とに よ り,

MineS運 用版 は広 範 に配 布 す る こ とが で きる と と もに,実 運用 を行 う こ とが可 能 とな

っ た.

次 に各 シ ス テ ムが 具 体 的 にい か な る もの か を解 説 す る.

4.3.1MineSフ ル シ ス テ ム

先 に も 述 べ た よ う にMineS運 用 版 は2つ の シス テ ム か ら成 り立 っ て お り,そ の1つ
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図4-1MineS運 用 版 の 構 成
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が これ か ら解 説 す るMineSフ ル シ ス テ ム で あ る.MineSフ ル シ ス テ ムの 機 能 と して は,

(1)複 数 のMineSサ ブ シ ス テ ム か ら の 接 続 要 求 に対 して対 応 す る機 能,(2)ネ ッ

トワ ー ク を介 した デ ー タ授 受 機 能,(3)MineSサ ブ シ ス テ ムか ら 送 られ て き た デ ー

タを解 釈 す る機 能,(4)実 際 に存 在 す る検 索 され得 る デ ー タの検 索 ・返 答 機 能 を持

っ て い る.要 す る にMineSフ ル シ ス テ ム は,複 数 のMineSサ ブ シ ス テ ム か ら の 要 求 を

MineSサ ブ シ ス テ ム毎 に 受 信 し,そ の 受 信 した 内容 を解 釈 して,そ れ に従 って動 作 す

る.具 体 的 に は実 際 に蓄 積 され て い る デ ー タ の検 索 を行 う とい っ た こ と.そ して その

動 作 の 結 果 を ネ ッ トワ ー ク を介 してMineSサ ブ シ ス テ ム に返 答 す る,と い っ た動 き を

す る.ま たMineSフ ル シ ス テ ム は,後 述 す るMineSサ ブ シ ス テ ムの 機 能 も保 有 して お

り,MineSフ ル シ ス テ ム の み で の ユ ーザ ー との対 話 が 可 能 で あ る.

そ して 本 年 度 の 開発 は,MineSプ ロ ト タイ プ版 フル シス テ ム を以 下 の 点 につ い て改

良,強 化 を行 っ た.

・複 数 のMineSサ ブ シ ス テ ム か らの様 々 な要 求 に対 し ,個 々 に対 応 す る 機 能

の 強化

・MineSサ ブ シス テ ム との ネ ッ トワー ク機 能 の強 化

・MineSフ ル シス テ ム が 実 際 に検 索 す る デ ー タの デ ー タ構 造 の 変 更 等

4.3.2MineSサ ブ シ ス テ ム

MineSサ ブ シ ス テ ム の 保 持 して い る機 能 と して は,(1)ユ ーザ との イ ンタ ラ ク シ

ョン機 能,(2)MineSフ ル シ ス テ ム との デ ー タ授 受 機 能,(3)ユ ー ザ の 発 す る要

求 を理 解 しそ れ を構 築 す る 機 能 等 を持 っ て い る.要 す る にMineSサ ブ シ ス テ ム は,ユ

ーザ と の イ ン タ ラ ク シ ョン を行 い
,そ の イ ン タ ラ ク シ ョ ン よっ て発 生 したMineSフ ル

シス テ ム に対 して の 要 求 を ネ ッ トワ ー ク を介 して送 信 し,そ し てMineSフ ル シ ス テ ム

か らの 返答 を受 信 しそ の 内容 に従 っ て動 作 す る シス テ ム で あ る.

本 年度 の 開発 で は,MineSプ ロ ト タイ プ版 サ ブ シ ス テ ム を以 下 の 点 に つ い て改 良,

強化 を行 っ た.

・ユ ー ザ ー と 直 接 対 話 す る ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス の 改 良

・MineSフ ル シ ス テ ム と の ネ ッ トワ ー ク 機 能 の 充 実

こ れ らMineSフ ル シ ス テ ム,MineSサ ブ シ ス テ ム に 対 して 改 良,強 化 を行 っ た こ と

に つ い て を 図 に して 表 す と 図4-2に な る.
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昨年 度 開発

MineSプ ロ トタイ プ版

複i数のMineSサ ブシス テムか

らの様 々な要求 に対 して,個

々に対応す る機 能の強化

MineS/DB形 式 のデ ー タ

構 造の変更

機

能

の

強

構

造

変

更

MineSフ ル システ ム,MineS

サ ブシステム間 の ネッ トワ
ー ク機 能 の強化

ユ ーザ ー と直接対話 す るユ
ーザ インタフェースの改良

今 年度 開発

MineS運 用版

図4-2MineSプ ロ トタ イ プ か らMneS運 用 版
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4.4MineSシ ス テ ム を構 築 す る た め の関 数

MineS運 用版 上 で 構 築 され た ア プ リケ ー シ ョ ンは,さ ま ざ ま な ネ ッ トワ ー ク,機 種

上 で動 作 させ る こ とが 可 能 で あ る.す な わ ちMineSが 目指 す 情 報 環 境 で は,特 定 の ネ

ッ トワ ー ク,特 定 の機 種 に依 存 す る こ と は ない の で,各 機 種 ご とのMineS運 用 版 を準

備 す る こ と に よ り,MineS運 用 版 上 で作 成 さ れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン の広 範 な機 種 へ の

移 植 が 可 能 と な っ た.即 ちMineS運 用 版 で 定 義 され て い る関 数 を用 い て ア プ リケ ー シ

ョンを 作 成 す る こ と に よ り,MineS運 用 版 が 実装 され て い る ,様 々 な機 種,ネ ッ トワ

ー ク 下 で動 作 可 能 と な る .こ のMineS運 用 版 を構 成 す る関 数 はAppendixを 参 照.

4.5MineS/DB仕 様

MineSで は今 まで に蓄 積 され た デ ー タ,ま たは これ か ら蓄積 され る うる デ ー タ を容

易 にMineSで 扱 える,ま た は 蓄 積 で き る形 式 に す る こ と を 目標 と して い る.そ こで

MineSで 扱 う こ とが 出 来 るデ ー タの 形 式 を決 定 し,そ れ に従 っで作 成 され た デ ー タで

あれ ば い か な るデ ー タ もMineSで 扱 う こ とが 可 能 とな る.昨 年度 我 々 が 定 め たMineS

が 扱 え る デ ー タ形 式 を,今 年 度 は更 に,デ ー タの 可 読 性,移 植 性 ,保 守 性 を追 及 し

MineSで 定 め る デ ー タ形 式(以 降 これ をMineS/DB形 式 と呼 ぶ)を 定 義 した .ま た我 々

が 定 義 したMineS/DB形 式 は文 字 デ ー タ だ け で もな く ,画 像 デ ー タ,音 声 デ ー タ等 の

い わ ゆ る マ ル チ メ デ ィア デ ー タ に も対 応 す る こ とが で きる .図4-3はMineS/DB形 式

で 構 築 され た東 北 地 域 情 報 サ ー ビス企 業 デ ー タで あ る .

このMineS/DB形 式 の仕様 に つ い て はAppendixを 参 照 .
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「m) ={、
デー タベース名="東 北情 報サ ー ビス産業一覧",

作成者="株 式会社エマーズ高度情報社会技術研究所",

作 成 年 月 日="1994/12/16".

コメ ン ト="東 北通産局作 成 の1994年 バ ージ ョンを基 に作 成",

};
BT={

F1={"〒","文 字 列",""},

F2={"所 在 地","文 字 列",""},

F3={"入 居 ビル","文 字 列",""},

F4={"tel","文 字 列",""},

F5={"fax","文 字 列",""},

F6={"フ リ ガ ナ","文 字 列",""},

F7=1"社 名","文 字 列",""},

F8={"資 本 金","数 値",""},

F9={"代 表 者","文 字 列",""},

◆..・ ● ● ◆ ●

・ ・..● ● ■ ●

F59=1"県","数 値",""}.

};

R1={

F1="980",

F2="宮 城県仙 台市 青葉 区一番 町3-7-23",

F3="明 治生命 仙台 ビル",

F4="022-262・7195",

F7="東 北 情 報 ネ ッ トワ ー ク サ ー ビス",

F8=200,

F9="社 長 深井保 夫",

■ … ■ ● ■ ■

… ●.■ ● ■

F59=4,

};

R2={

F1="026",

F2="岩 手 県 釜 石 市 鈴 子 町8・-5",

F4="0193-24-2194",

F7="東 北 エ ニ コ ム",

F8』40,

F9="社 長 池 内 是",

F59=3,

};

図4-3MineS/DB形 式 の 東北 情 報 企 業 デ ー タ
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5 運用結果

5.1は じ め に

本 章 で は今 年 度 我 々 が 開 発 したMineS運 用 版 を実 際 に フ ィー ル ドテス トを 行 っ た結

果 を交 え て述 べ,ま た今 後 の 展 望,課 題 等 に つ い て も述 べ る.ま ずMineS運 用 版 を 運

用 す る 上 で実 際 に ど の 様 な 運用 形 態,ネ ッ ト ワー ク,機 器,対 象 デー タ等 で行 っ た か

を5.2節 で述 べ る.そ して 、5.2節 で 述 べ た形 態 で 行 っ た運 用 で どの様 な結 果 が 得 られ

た か,ま た は問題 が 判 明 し たか に つ い て5.3節 で 述 べ 、 最 終 的 に運 用 を 行 い、 判 明 した

こ と、 又 は運用 を行 っ て 出 た問 題 等 、今 後 ど の様 な方 向 性 を も っ て運 用 を して い くか

を5.4節 で述 べ る。

5.2運 用 形 態

今 回 の 運 用 評 価 は,ネ ッ トワ ー ク に は 東 北 イ ン ター ネ ッ トを用 い,素 材 と な る デ ー

タ と して は昨 年 度 同様,東 北 地 域 情 報 サ ー ビ ス企 業 デ ー タ(約1000件)を 使 用 し,

そ の デ ー タを 今 回定 義 したMineS/DB形 式 に添 っ た 形 に再 構 築 した。 そ して 利 用 者 の

一41一



ワー ク ス テ ー シ ョ ン上 にMineSフ ル シ ス テ ム,MineSサ ブ シ ス テ ム を実 装 し運 用 評価

を行 っ た.ま た パ ソ コ ン に も機 能 強化 を施 したMineSサ ブ シ ス テ ム を実 装 し、 同様 に

運用 評価 を行 っ た。(図5-1)

運 用 評 価 を行 う に 当 た り,利 用 者 と し ては我 々 開発 者 とは 関係 の 無 い 第 三者 に 評価

依 頼 し、 客 観 的 立 場 で利 用 して も らい,利 用 時 の 感想,意 見 等 を述 べ て も ら っ た。

5.3運 用 結 果

運 用結 果 に つ い て,実 際 に 利 用 して も ら った利 用 者 か らの 意 見 ・感 想 等 を集 計 した

結 果,MineS運 用版 は我 々 が考 え る 運用 レ ベ ル に達 した もの で あ る こ とが 分 っ た.ま

た利 用 者 か ら もMineSを 利 用 した感 想 と して良 い もの が得 ら れ た.特 にMineSプ ロ ト

タイ プ版 と比 較 して ユ ー ザ の イ ン タ ラ ク シ ョン に対 す る レス ポ ンス の 向 上 が 見 られ た。

これ はMineSフ ル シ ス テ ム、MineSサ ブシ ス テ ムの ネ ッ トワ ー ク機 能 を強 化 した ため

と思 わ れ る。 ま たユ ーザ イ ン ター フ ェ ー ス機 能 の 強化 に よる と ころ が あ る と思 わ れ る。

ま たパ ソ コ ン にMineS運 用 版 を実 装 した 運用 評 価 で も同様 な結 果 を得 る こ とが 出 来 た。

そ して デ ー タの 可 読 性 、移 植 性 、保 守 性 を追 及 し今 年 度 の 開発 で は 見 直 しを行 っ た

MineSIDB形 式 は,そ のMineS/DB形 式 変 更 に よ り,我 々 が見 直 しの 目的 に お い た こ と,

即 ち デー タ の可 読 性 、 移 植 性 、 保 守 性 の 向上 また はデ ー タ構 築 の 容 易 性 が 達 成 で き た.

ま た さ ま ざ ま な マ ル チ メ デ ィア デ ー タへ 容 易 に対 応 す る こ とが 出 来 る こ とが 分 っ た.

しか し なが ら判 明 した 問 題 点 と して は,ま だ まだMineS運 用 版 は 開発 者 の立 場 で 構

築 され た部 分 が あ り,実 際 にユ ーザ の使 い や す い ユ ーザ イ ンタ ー フ ェ ー ス,操 作 性 等

につ い て見 直 しを行 わ な け れ ば な らな い こ とが 判 明 した.こ れ は利 用 者 か ら収 集 した

意 見,そ の 他 等 を基 に して今 後 更 に 改 良す る必 要性 が あ る と思 わ れ る.

ま た,今 回,東 北 大 学 の 協 力 を得 て,MineSを 広 く利 用 して も ら う た め,MineS運

用 版 をPDSと してanonimousFTPサ イ トに置 か せ てい た だ い た.こ の効 果 に つ い て は

時 間 的 余 裕 が な か っ た た め本 報 告 書 に載 せ る こ とは で き な か っ たが,今 後 の影 響 が期

待 され る.

5.4運 用 結 果 総 括

今 年 度 開 発 したMineS運 用版 は ま だ改 良の 余 地 あ り とい っ た結 果 を 残 した が,し か
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図5-1運 用 形 態



しMineSプ ロ トタ イ プ版 か らの 進 歩 が か な りあ っ た と思 われ,運 用 評 価 に よ り十 分 実

運 用 に耐 え得 る もの で あ る こ とが 分 った。

今 後 さ ら に行 わ な け れ ば な らな い こ と は,さ ま ざ ま なマ ル チ メ デ ィ アデ ー タ と呼 ば

れ る デ ー タ を用 い て 、様 々 な運 用 形 態(ネ ッ トワー ク,機 種,そ の他)を 想 定 し,運

用 評 価 を続 け て行 い,さ ら な る シ ス テ ム の使 い や す さ,信 頼 性 の 向上 を行 わ な け れ ば

な らな い.
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6イ ン タ ー ネ ッ トの

学習環境 での利用
1

6.1は じ め に

本 章 で は,現 在 イ ン ター ネ ッ トが 学 習 環境 で ど の様 な使 わ れ 方 を さ れ て い るか,ま

た今 後 の 展 望 等 につ い て述 べ る.

本 章 は,6.2節 で イ ン ター ネ ッ ト利 用 の 現状 を解 説 し,6.3節 で こ れ か らの 情 報 化 社

会 に対 応 した教 育 の あ りか た を解 説 してい る.6.4節 で イ ン ター ネ ッ トを用 い た 自 己教

育 力 の習 得 に つ い て述 べ て い る.ま た6.5節 で は主体 的 な学 習 環境 へ の イ ン タ ー ネ ッ ト

の 利 用 に つ い て 述 べ て い る.6.6,6.7節 で は イ ン タ ー ネ ッ トが 素 材 提 供 の 場,発 表 の

場 と して用 い られ て い る こ と に つ い て述 べ てい る.6.8節 で は イ ン ター ネ ッ ト上 の 教 育

用 リ ソー ス の紹 介 を行 って い る.そ して最 後 に6.9節 で ま とめ と して今 後 の 展 望 等 につ

い て述 べ て い る.

6.2イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 の 現 状
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イ ン タ ー ネ ッ トは,世 界 中 に散 ら ば っ た研 究 者 の 意 見 交 換 の場 と し て有 効 に利 用 さ

れ て き た.こ こで は研 究 者 の意 見 交 換 の手 段 と して,電 子 メ ー ル,ネ ッ トニ ュー ス が

主 に利 用 され て い る.最 近 で はWWW(WorldWideWeb)の よ うな マ ル チ メ デ ィア サ

ー ビス も一 般化 し多 くの 人 々が これ を利 用 し てい る .マ ル チ メ デ ィ ア化 に よ りユ ーザ

の 操作 性 は向 上 し,コ ン ピュ ー タの 初 心 者 に とっ て も簡 単 にイ ン ター ネ ッ トリソ ー ス

を利 用 す る こ とが で き る よ うに な っ た.一 方,イ ンタ ー ネ ッ トは研 究 者 だ けの も の で

は無 く な りつ つ あ る.企 業,公 的 機 関 の情 報 提 供 サ ー ビ ス,そ して学 校 等 で の教 育 へ

の 利 用 も行 わ れ だ して い る.

社 会 が 成 長 し発 展 して くる と,専 門 的 知 識 を持 っ た 人 が各 地域,各 組 織 に必 要 にな

っ て く る.一 方,専 門家 に求 め られ る こ とは,よ り高 度 に な り,し か も細 分 化 さ れ て

い く.こ の こ とで,特 定 分 野 の 専 門 家 の絶 対 数 は少 な く な り,し か も各 地 域 へ の 分 散

化 で,地 域,組 織 内 で の専 門 家 は極 端 に少 な くな り,し まい に は孤 立 化 す る とい っ た

こ とが 懸 念 され る.イ ン ター ネ ッ トは この よ うに地 域 に 孤 立化 した専 門家 の意 見 交 換

の 場 と して有 効 に利 用 され る.さ らに,専 門 家 を域 内 で 育 て る ため に,新 しい学 習 環

境 の整 備 が これ か ら重 要 に な る と思 わ れ る(図6-1).

6.3情 報化社会 に対 応 した初 等中等教 育の あ りか た

社 会 は コ ン ピュ ー タ技 術 と通 信 技 術 の発 達 に よ り,新 しい社 会 へ と移 行 しつ つ あ る.

当然 の こ とな が ら,こ の新 しい 社 会 で は,ラ イ フス タイ ル も大 き く変 わ るで あ ろ う.

しか し どの よ うに変 わ っ てい くの か を現 時 点 で予 想 す る こ と は難 しい.こ の よ う な移

行 期 に お い て,こ れ か ら社 会 に 飛 び 出 して行 く児 童 生 徒 が 社 会 の変 化 に対 応 して い く

た め に も,個 が 主体 的 に対 応 し て い くこ とが 重 要 にな る.昭 和62の 教 育 課程 審 議 会

で は次 の よ うな指 摘 を して い る.

「これ か らの学校教 育 は,生 涯学 習の 基礎 を培 うもの と して,自 ら学ぶ意欲 と社会

の変化 に主体 的 に対応 で きる能力 の育成 を重視す る必 要が ある.

そ の た め には,児 童 生徒 の 発 達 段 階 に 応 じて必 要 な 知 識 や 技 能 を身 に付 け させ る こ

とを 通 して,思 考 力,判 断 力,表 現 力,な どの 能力 の 育 成 を学校 教 育 の 基 本 に据 え な

け れ ば な らな い.と りわ け,新 た な発 想 を生 み 出 す も と に な る論 理 的 な思 考 力 と想 像

力,直 感 力 な ど を重 視 す る と と も に,科 学 技 術 の 進 歩 や 情 報 化 の 進展 に対 応 す る た め

に必 要 な基 礎 的 な 能 力 の 育 成 に も留 意 しな け れ ば な ら な い.ま た,生 涯 に わ た る 学 習

の基 礎 を培 う とい う観 点 に立 っ て,自 ら学 ぶ 目標 を定 め,何 を どの よ うに学 か と い う

主 体 的 な学 習 の仕 方 を身 につ け させ る よ うに配 慮 す る必 要 が あ る.」
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社会 の成長 による、地域 における専門家の孤立化

学 習 環 境 と し の イ ン タ ー ネ ッ ト
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図6-1'イ ン ター ネ ッ トで結 ば れ る専 門 家



(教 育課程審議会 の まとめ か ら引用)

6.4自 己教 育 力

研究者 か ら児童 生徒 まで,こ れか らの 学習環境 と して,主 体 的 な学 習 を支援 す る仕

組 みの整備が望 まれ る.主 体 的 な学習 を行 な うため には,自 ら学ぶ力,つ ま り自 己教

育力 が必要 とな りこれ をを習得 す るため には,坂 元 昂(東 京 工業大 学名誉教 授)は

次 の6つ をあげてい る.

自己 目標 を立 てる

教 育内容 を選択す る

学習の手順 を確 立す る

自分 で学習す る

結果 を自分 で評価す る

その結果,教 育 目標 や内容,学 習の手順 な どを改善す る.

また,森 隆夫(お 茶 の水 女子 大学教授)は 著書 「自己教 育 の限界 」

で 自己教育 の基礎 ・基本 と して,

(ぎ ょ うせ い)

汝(自 分)自 身 を知 る こ と

何 か らで も学 べ る こ と

自 己教 育 の 限界 を知 る こ と

の3つ を あ げ て い る.イ ン タ ー ネ ッ トに は様 々 な デ ー タベ ー ス,気 象 情 報,衛 星 か

らの 画 像 情 報 な ど,多 くの 素 材 情 報 が あ り,こ れ ら を学 習 に利 用 す る こ とが で き る.

多 くの 素 材 情 報 を有 す る イ ンタ ー ネ ッ トで の学 習 は 「何 か らで も学 べ る こ と」 つ ま り,

学 習 の 仕 方 を学 ぶ こ とが 重 要 で あ る こ と に気 付 か せ て く れ る.ま た,イ ン ター ネ ッ ト

上 に意 見 交換,自 己 表 現 の場 を 提 供 す る こ と で,「 自 己 教 育 の 限界 を知 る こ と」 もで

きる.自 己教 育 を行 な うた め に は他 人 か ら学 ぶ こ と も重 要 で あ り,外 か らの よ い 刺 激

が必 要 とな る.そ の た め に は相 乗 作 用 の あ る仲 間が 必 要 に も な る.

森 隆夫 は学 習 を 「自己 の 限界 の 拡 大作 用 が 学 習 とい う こ と に な る」 と して い る.

6.5主 体 的 な学 習 環 境
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主体 的 な学 習 活 動 を助 け る た め に は,疑 問 に思 った こ とを 速 や か に 調 べ られ る 環境

が必 要 とな る.調 べ る過 程 に お い て,新 たな 発 見 を し,そ れ に興 味 を 持 ち,新 た な る

学 習 に つ なが る期 待 もあ る.ま た,集 め た素 材 情 報 を使 う こ とで 学 習 の仕 方 を 学 び,

これ を ま とめ発 表 す る こ とで,自 己評 価 を得 る.

イ ンタ ー ネ ッ ト に お い て,必 要 な 情 報 を速 や か に調 べ る機 構 は デ ー タベ ー ス で あ ろ

う.し か し,デ ー タ ベ ー ス の利 用 に は専 門 的 な知 識 が必 要 とな り,簡 単 に必 要 な 素 材

情 報 を 集 め る仕 組 み が 必 要 とな る.学 習 環境 にデ ー タベ ー ス の 機 能 を 簡 単 に取 り組 む

仕 掛 けが 必 要 で あ る と考 え る.

イ ンタ ー ネ ッ トで の 意 見 交 換 の 場 と し て ネ ッ トワー ク ニ ュ ー ス,電 子 メ ー ル が 利 用

され て い る.し か し,こ れ も簡 単 に利 用 で き る と は言 え ない.現 在 は 児 童 生徒 が 直 接

利 用 す る こ とは 難 し い で あ ろ う.初 心 者 に も利 用 しや す く,児 童 生 徒 の 人権 を ま もる

仕 掛 け が必 要 と な る.

児 童 生 徒 の発 表 の 場 と して,注 目 され るの はWWWの 利 用 で あ ろ う.WWWは ネ ッ

トワ ー クニ ュー ス と異 な り,自 組 織 か らの情 報発 信 で あ り,発 信 す る 情 報 の 変 更,更

新 等 が 簡 単 に行 な え る.考 え を ま とめ発 表 す る環境 と して,期 待 され る.

6.6素 材 情 報 提 供 の 場 と して の イ ン ター ネ ッ ト

イ ンタ ー ネ ッ ト上 に は学 習 の ため に利 用 で き る 素 材 情 報 を 提 供 す る サ イ トが 数 多 く

あ る.質,量 と も に 整 備 され て い る のがNASAで あ ろ う.NASAは 宇 宙 に 関 す る

情 報 を イ ン タ ー ネ ッ トで公 開 し てい る(図6-2,図6-3).公 開 さ れ た素 材 情 報 を

見 る 限 り,NASAはK12を 強 く意 識 して い る よ うに 思 わ れ る.こ れ か らの社 会 を

担 う子 供 連 にNASAが 直 接,宇 宙 に 関 す る 素材 情 報 を 提 供 す る こ と は,子 供 連 に も

知 的 刺 激 に な り,宇 宙 へ の 興 味 感 心 を持 たせ る こ とに な り,主 体 的 な 学 習 活 動 を促 進

す る と考 え られ る.

6.7発 表 の 場 と し て の イ ン タ ー ネ ッ ト

学習者 は学習 した成 果 を発 表す る ことで,外 界 との接触 を持 ち,自 己評価 を得 る.

主体的 な学習 を維持 す るために も学 習者 が自信 と満足感 を得 る ような場 の設定 が 必要

となる であ ろう.教 育工学者の ケ ラーは学習 を行 な う環 境 と して,次 の4要 因 を あげ

ている.
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ケ ラ ー のARCSモ デ ル の4要 因

注 意(Attention)

関 連 性(Relevance)

自 信(Confidence)

満 足 感(Satisfaction)

イ ン タ ー ネ ッ トで の 発 表 活 動 は,

手 と共 に 学 ぶ 環 境 も 作 りや す い と 考 え ら れ る.

待 さ れ る.

「お も しろ そ う だ な」

「や りが いが あ りそ うだ な」

「や れ ば で きそ うだ な」

「や っ て よか っ た な」

それ を見 て くれる相手が いるであ ろう し,そ の相

この4要 因 を満足 す る環境 の整備 に期

6.8イ ン タ ー ネ ッ トに あ る 教 育 用 リ ソ ー ス

イ ン タ ー ネ ッ トを利 用 した 学 習 につ い ての研 究 は ま だ始 ま っ て ま も な い が,ス タ ン

ドア ロ ン での コ ン ピ ュー タ利 用 学 習 は歴 史 も あ り,多 くの 研 究 者,実 践 者 が い る.こ

れ らの研 究 者 の意 見 交換 の場 と して イ ン ター ネ ッ トに は多 くの教 育 用 リ ソー スが あ る㌧

これ を 図6-4,図6-5,図6-6に 示 す.

6.9ま と め

イ ン タ ー ネ ッ トに学 習環 境 を整 備 す る 研 究 は ま だ 始 ま っ た ばか りで,こ の イ ン ター

ネ ッ トの 学 習 環 境 に 必 要 と され る機 能 につ い て も十分 理 解 さ れ て い な い.ま た,こ の

環境 で本 当 に主 体 的 な学 習 が行 な え る の か につ い ての 評価 も ま だ分 か らな い.し か し,

この よ う な環 境 が 現 在 の学 校 教 育 に与 え る影 響 は大 きい と考 え られ る.な ぜ な ら,イ

ン ター ネ ッ トは組 織 の壁 を越 え た コ ミュ ニケ ー シ ョ ンが1つ の特 徴 で あ り,学 校 が イ

ン ター ネ ッ トに参 加 す る こ とで,学 校 の 壁 が 取 り払 われ,そ こ には外 に開 かれ た,オ

ー プ ン な ク ラ ス ル ー ムが見 え て くる .イ ンタ ー ネ ッ トが 学 校 で の学 習 活 動 に何 等 か の

刺 激 を 与 え る こ と は 間 違 い ない.開 か れ た ク ラ ス ル ー ム に相 応 しい 学 習 ス タイ ル に つ

い て も検 討 して い く必 要 が あ る.ま た,イ ン タ ー ネ ッ トの学 習 環境 は 遠 隔 教 育,障 害

教 育,社 会 教 育,生 涯 教 育 に も期 待 さ れ る.
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Connectionpointsforeducation.Somefunctioningstateandregionaleducation

networksandschoolsorschooldistrictSwithdeclaredomainnamesonthcInternetas

ofNovember1993.(EducationalMedia&TechnologyYearbook1994,ElyEd.,Liblary

Unlimited)

Stateandrcgionalcducationnctworksprovidingindividualdial-upaccess:

CORE,CaliforniaOnlineRcsourceforEducation(12,000accounts)

FIRN,FloridaInformationRcsourceNctwork(10,000+accounts)

GCEDUNET,Georgia(6,000accounts)

LANENET,LancE(iucationalScrviccDistrict,Oregon(3,000accounts)

NYCENET,NewYorkCityEducationNetwork

SEND-IT,NorthDakota(1,500accounts)

T㏄hNet,NewMcxico(3,000accounts)

TENET,TexasEducationNctwork(25,000accounts)

Virginia'sPEN,Virginia'sPublicEducationNetwork(12,000accounts)

WEDNet,WashingtonStateEdvcationalNctwork(8,000accounts)

Somescholldistrictsandschoolswithd㏄lareddomainnamesontheIntcrnet:

AlachuaCoun臼y,FL(acsb.edu)

BloomfieldHills,MI(mhs87.bloomfield.k12.mi.us)

BronxHSofScience.Bronx.NY(bxsciencc.edu)

BrooklynT㏄hnicalHS,Brooklyn,NY(brookt㏄h.cdu)

CaUinGableSchool,Portland,OR(catlin.edu)

ClearlakcHS,Houston,TX(clhs.cdu)

CranstonHS,Cranston,RI(crhs.cdu)

DavisHS,Davis,CA(undcrucdavis.cdu)

EastHithSchool,SaltLakcCity,UT(lcopard.casトslc.cdu)

EastSyracuscMinoaHS,EastSyracuse,NY(csm.cdu)

FurinkanHS,FujiTelebision,Japan(fugisankei.co.jp)

GcorgeWashingtonCarvcrHS,Philadelphia,PA(hses.edu)

GlenviewSchoolDistrict,Glcnview,L(glenvw.ncook.k12.iLus)

HarveyL.LcwisJuniorHS,SanDicgo,CA(lewis.cdu)

HighlandParkHS,HighlandPark,NJ(hphs.edu) 、

111inoisMathandScienceAcadcmy,Aurora,IL(imsa.cdu)

LakesideSchool,Seaωe,WA(1akeside.sea.wa.us)

MonteVistaHS,Cupertino,CA(mvhs.edu)

ParkWes田S,NewYork,NY(pcs.cdu)

PittsburghPublicSchools,Pittsburgh,PA(ckp.edu)

PrincetonRegion由SchoolsPrinceton,NJ(prs.edu)

RalphBunchcElcmentarySchoo1,PSl25M,NewYork,NY(rbs.edu)

StarkNct,TheStarkCountySchoolDistrict,Canton,OH(sparcc.ohio.gov)

ThomasJcffcrsonHSforScienceandTechnology,Alexandria,VA(tjhssしvakl2ed.edu)

WashingtonHS,Milwaukee,WI(whs.edu)

WoodsideDistrict,CA(woodsidc.kl2.ca.us)

図6-4 教 育用 リソー ス1
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SomenotableeducationGophers.(EducationalMedia&TechnologyYearbook

l994,ElyEd.,LiblaryUnlimited),

AcadcmyOne-cducationresourceofNationalPublicTelecomputing

Network(NPTN).

Armadillo-thcTcxagStudicr.Tcxascnvironmcntal,naturalandcuhuralhistory

andinforlnation.

AskERIC-Education剖RcsourccsInformationCentcr,ERICCIcaringhouscon

Information&Tcchonology.

BloomficldH川SchoolDistrictModclHighSchool

BouldcrVallcySchoolDistrict-BouldcrVallcySchoolDistrictrcccivcdagrant

tohookupsolncschoolsdircctlytothcIntcrnct.Bothstudcntsandtcachcrs(as

wellassomeothcrpcople)useit.

CommonKnowledge:Pitlsburgh-ThisisthePittsburghPublicSchools

Gopher(PPSGopher).

Consor加mforSchoolNetworking(CoSN)EastHighSchool,SaltLakeCityUT

EmpireInternetSchoolhouse-NYSERNET

IronCountrySchoolDistrict

kl2nctGophcr

KIDLINK:GlobalNetworkingForYoulhlO45

LaneNet:LaneCountyEducationalServiceDistrict,OR

NewtonEducationalBBS

Poudre-RlKl2ScholloDisロict(FしCollins,CO)

PrincetonRegionalSchools

StarkNct.TheStarkCountySchoolDistricしCan【on,Ohio,isaconsortiumofl2

10calschooldistricts,acarccrccntcr,andaffiliatcdc証yschooldistrictsinS【ark

County,Ohio.

TIESnc【InternetGopher

TogetherNct,FoundationForGlobalUnity

Somenotablceducationmailinglists.(EducationalMedia&T㏄hnologyYearbook

1994、ElyEd.,LiblaryUnlimi【cd)

ALTLEARN-AlternativeApproachestoLearningDiscussion(1istserv@sjuvm.bimet)

CESNEWS-CoalitionforEssentialSchoolsnst(lis【serv@brownvm.bitnet)

CHATBACK-PlanningforumforCha【backUK&Intcrnationaleducationnctsfor

disablcdchildrcn(lis岱crv@sjuvm.bitnct)

COSNDISC-Consortiumf()rSchoolNetworkingdiscussion

group(cqsndisk@cren.org)

EDPOLYAN-EducationPolicyAnalysis(1istserv@asuacad.bitnet)

EDTECH-Af()rumfor1hccxchangcofidcasalldinformationoncducation

tcchnology(listscrv@nic.umass.cdu)

ICN-Alistforguidancecounsclors(1is岱erv@cじvax.vandcrbih.cdu)

Kl2ADMIN・AworldwidclistforK-12adminis甘ators,principals,supcrintcndents,and

othcrs(1istserv@suvm.syr.cdu)

KIDS-Thekidg.'partofKidsnet(kids-request@vms.cis.pitt.cdu)

KIDSNET-GlobalnetworkforuscbyK-】2childrenand

tcachcrs(kidsnct-rcqucst@vms.cis.pitt.edu)

LM _NET-SchooUibrary/mediascrviccs(listscrv@suvm.bimct)

MIDDLE-L-Forthoscintcrcstedspccificallyinmiddlc

schools(listServ@vmd.cso.uiuc.edu)

NEWEDU-L-Explorationof山ewayweeducate,K山rough

posLgrad(listserv@uscvm.bitnct)

RPTCRD-DailyReportCardNcwsService:NewsonU.S、educationprojects山at

addresstheAmerica2000cducationgoals(1istscrv@gwuvm.bitnet)

TALKBACK-Kids'f()rumforCHATBACK,disabledchildren(lis岱crv@sjuvm.bimet)

VT-HSNET-VTK-12SchoolNctwork(listserv@vtvmLbimet)

WORLDGATEEDUCATIONNEWSFEED-AforumtoshareK-12projcctideasand

tolookf()rco-participants(wcas@cap.gwu.edu)

図6-5教 育 用 リソ ー ス2 図6-6 教育用 リソース3



7MineSに よ る学 習 環 境 の構 築

1

7.1は じ め に

本 章 で は,高 度 情 報 下 に お け る 学 習 環 境 と は どの よ う な 環 境 か とい う こ と を考 察 し,

6章 の 学 習 環 境 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 の調 査 に基 づ き,高 度 情 報 環 境 に お い て

MineSを 用 い て学 習 環境 を構 築 す る際 に必 要 とな る要 求 の 定 義 を行 な う.

7.2節 で は,我 々 の 対 象 とす る 学 習 環 境 の定 義 を述 べ,7.3節 で は,学 習 環 境 にお け

る教 材 の意 義 につ い て考 察 を行 な う.ま た,7.4節 で は学 習 環 境 の 中 に見 ら れ る 学 習 著

聞 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン につ い て考 察 を行 な う.

7.5節 で は,情 報 環 境 下 にお い て,MineSを 用 い て学 習環 境 を構 築 す る た め,7.3節,

7.4節 の考 察 を も と に学 習 環 境 を モ デル化 し,MineSに 必 要 な機 能 を抽 出 す る.

7.2高 度情 報環境下 の学習環境

近 年,コ ン ピュ ー タや ネ ッ トワー クの 発展 に伴 い,小 中学 校 の授 業 とい っ た学 習 環
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境(授 業 を行 うク ラ ス ル ー ム等)に お け る コ ン ピュー タ利 用 が 増 加 し て い るが,そ の

利 用 形 態 は ス タ ン ドア ロ ン で教 育 用 ソ フ トウ ェ ア を利 用 す る もの や 、 単 に ネ ッ トワー

ク を用 い て教 育 用 ソ フ トウ ェ ア を 共 有 す る だ けの もの が 主 流 で あ る.

ま た、 そ の教 育 用 ソ フ トウ ェ ア は,そ の 多 くが 特 定教 科 向 け で市 販 さ れ てい る もの

で あ る た め,様 々 な外 部 の デ ー タ を取 り込 む 等 の 拡 張 性 に乏 し く、授 業 で の利 用 方 法

が 限 定 され て い る.こ の よ うな 学 習教 材 は コ ン ピュー タ ネ ッ トワー ク 環 境 を有 効 に利

用 して い る とは言 い難 い.

今 回我 々 が構 築 しよ う と して い る学 習 環 境 とは,学 校 教 育 に お け る授 業 な どの 形 態

に限 ら ず,個 人 の興 味 を広 げ る ため の情 報 収 集 の よ うな,様 々 な レベ ル,様 々 な 内 容

で の学 習 とい う こ とを想 定 して い る.

そ して,高 度 情 報 下 の 学 習 環境 とは,例 え ば学 校 の授 業 等 で,ネ ッ トワー ク に 接 続

され たMineSを 搭 載 す る コ ン ピ ュ ー タを,教 師 と個 々 の生 徒 が利 用 で き る よ うな環 境

にお い て,教 師 がMineSを 用 い て作 成 した 学 習教 材 を も と に授 業 が 展 開 され る よ うな

環境 を指 す.

7.3学 習 環 境 に お け る教 材

学習教 材 には学 習の効 果 を最大 に引 き出す とい う目的があ るため,教 師が授 業 に向

けて学 習教材 を準備 す る段階 で は,教 師の意 図 を反映 させやす い ことが要求 され,そ

の利用 段階 では,教 材 を もとに した議論 の発 展や,生 徒 の想像力,表 現力の養成 が期

待 される.こ の ように学習教材 は学習環境 において重要 な位 置 を占め ている.

そ こで 我 々 は,教 師 と生 徒 が各 自,ネ ッ トワー クで 接 続 さ れ た コ ン ピュ ー タ を 利 用

で きる よ うな情 報 環 境 下 に お い て,次 の よ う な学 習教 材 を 中心 と した 学 習 環 境 の 構 築

を試 み る.

7.4学 習 環 境 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

授 業 の よ うな学 習 空 間(た と え ば授 業 を行 う ク ラス ル ー ム)で は,教 師 は,準 備 し

た学 習 教 材 を用 い て,教 え るべ き内容 を生徒 に伝 え よ う とす る.そ の ため に教 師 は伝

え たい 内容 を よ りよ く表 現 で き る学 習教 材 を 準 備 す る.こ の よ うに し て,学 習教 材 に

は,教 師 が授 業 で伝 え た い 内 容 が 反 映 され る.
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実 際 の 授 業 にお い て は,学 習教 材 を も と に教 師 と生 徒 の 間,ま た は 生徒 同 士 の 間 で

意 見 や 質 問 の や りと りが な され る.教 師 が 意 図 した学 習 教 材 の効 果 が そ の ま ま生 徒 に

伝 わ る こ と もあ るが,全 く異 な っ た形 で伝 わ る こ と もあ る.

あ る生 徒 は,与 え られ た学 習教 材 を 自 分 な りの 視 点 で 理解 し,そ れ を何 らか の 形 で

表 現 し よ うとす る.そ の新 たな 視 点 の 表 現 に対 し,学 習 者 同士 が 意 見 を交 換 す る こ と

に よ り,さ ら に新 た な視 点 が 生 み 出 され る こ とも あ る.

教 師 が 教 材 に含 め た 意 図 が 正確 に伝 わ る か否 か は別 と して,こ の よ う な 自 由 な 視 点

の 表 現,自 由 な意 見 の 交 換 に よ り,教 師 が意 図 してい な か っ た新 た な視 点 が,そ の学

習 空 間 の 中 で生 み 出 され る.こ の よ うな現 象 は,学 習 空 間 内 に い る人 々 の 間 の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ンに よる 相 互 作 用 の 中 で 引 き起 こ さ れ る協 同 作 業 と位 置付 け る こ とが で き

る.

学 習教 材 に含 め た教 師 の意 図 を,授 業 で正 確 に伝 え る こ と も授 業 の 目的 で あ ろ うが,

ま た 学 習 教 材 を発 端 と して な さ れ る,授 業 の 中 で の教 師,生 徒 内 で の コ ミ ュニ ケ ー シ

ョン も,そ して コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を介 して新 た な視 点 が生 み 出 さ れ る とい う こ と も,

重 要 な授 業 の 目的 で あ り,ま た そ れ らの プ ロセ ス 自体 も授 業 の成 果 で あ ろ う.

この よ う に,学 習 空 間 に お い て は,次 の3つ の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが 重 要 な 意 味 を

持 つ.教 師 や生 徒 の 間 で な さ れ る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン と して は,

(1)教 師 が 学 習教 材 を用 い て進 め る授 業 の 中 で,教 師 や 生徒 が 意 見 を交換 す る こ

と.

(2)準 備 さ れ た学 習 教 材 を も と に,生 徒 の発 見 した新 た な視 点 を,自 ら教 師 や 他

の 生徒 に対 して表 現 す る こ と.

ま た,学 習 空 間 同士 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンと して は,

(3)教 師 の 作 成 した学 習教 材 や,生 徒 の 新 た な視 点 とい っ た授 業 の成 果 を,他 の

学 習 空 間 で再 利 用 す る こ と.

で あ る.

こ の よ う な学 習 者 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を教 材 に よ っ て支 援 す る こ とが で き れ ば,

教 室 に 一 同 に介 す る とい っ た物 理 的 ・時 間的 制 約 に縛 ら れ る こ との な い,ネ ッ ト ワー

ク上 の仮 想 的 な教 室(バ ー チ ャル ・ク ラ ス ル ー ム:図7-1)を 実 現 で きる.

バ ー チ ャル ・ク ラ ス ル ー ム 内 部 で は,そ の ク ラ スル ー ム内 に い る人 々 の 間 の コ ミ ュ

ニケ ー シ ョ ンの 相 互 作 用 と い う 一種 の共 同作 業 に よ り,次 々 と新 た な 視 点 が生 み 出 さ

れ る.ま た,他 のバ ー チ ャ ル ・ク ラ ス ル ー ム との 間 で コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが行 な わ れ

れ ば,そ の 共 同作 業 の規 模,効 果 は留 まる と ころ を知 らな い.
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7.5MineSに よ る 学 習 環 境 の 構 築

7.5.1MineSに 追 加 す る 機 能

上記 の よ う な学 習 環 境 をMineSを 用 い て実現 す る た め に は,MineSに い くつ か の 機

能 を追 加 す る必 要 が あ る.我 々 はMineSを 学 習 環 境 に応 用 す る た めMineSに 必 要 な機

能 を追 加 した もの をMineS2と 呼 ぶ.必 要 な機 能 は以 下 の 通 りで あ る.

(1)素 材 デ ー タの 取 り込 み機 能

教 材 の 有 効 利 用 にあ た っ て は,目 的 に合 っ た デ ー タ が ネ ッ トワー ク 上 に豊 富 に 存 在

す る こ とが必 要 で あ る.こ れ に は誰 もが デ ー タベ ー ス を 容 易 に構 築 で きる こ とが 望 ま

しい.素 材 デ ー タの 取 り込 み 機 能 とは,こ の デー タベ ー ス の構 築 とい う作 業 を 自 動 化

し,有 効 な デ ー タを 簡 単 に デー タベ ー ス化 で きる とい う こ とで あ る.こ の 詳 細 に つ い

て は第8章 で述 べ る.

(2)メ タ教 材 と その 作 成機 能

教 師 や 生 徒 が,自 由 に教 材 作 成,変 更 で き る と い う こ とは,す な わ ち,ネ ッ ト ワー

クや コ ン ピュー タ,デ ー タベ ー ス の 専 門 家 で な くと も,簡 単 に こ れ ら を制御 で き る と

い っ こ とで あ る.そ の た めMineS2で は ,GUIを 用 い た教 材 構 築 ツ ー ル を提供 し,誰 で

も容 易 に教 材 を構 築 で きる環 境 を提 供 す る.

また,こ の よ う に して作 成 した教 材 を個 人 の デ ー タベ ー ス に格 納 す る こ と に よ り,

ネ ッ ト ワー クを 通 じ た教 材 の再 利 用 も可 能 とす る.こ の 詳細 につ い て は 第9章 で 述 べ

る.

(3)コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン支 援 機 能

学 習者 間 の 複 雑 な コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を支援 す る た め には,意 見 交 換 の た め の 音 声

や動 画 像 に よ る会 話 や,自 らの 意見 を皆 に プ レゼ ン テ ー シ ョンで き る よ うな機 能 が 必

要 で あ る.そ の た めMineS2で は,教 材 に学 習 者 間の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を支 援 す る機

能 を追 加 す る.

MineSに 以 上 の 機 能 を 追 加 す る こ と に よ り,情 報 環 境 下 に お け る 学 習 環 境 が 容 易 に

構 築 で きる.こ の 詳細 に つ い て は第10章 で 述 べ る.
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7.5.2MineSを 学 習 環 境 に応 用 す る際 の対 応

学 習 環 境 の 実 現 に際 し,MineSに お け る ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス お よ び デ ー タ は 以 下

の よ う に対 応 す る(図7-2).

(1)メ タ 教 材

メ タ教 材 は教 材 作 成 ツ ー ル等 に よっ て,利 用 者 が作 成 し た デ ー タ の ビュ ー ワ で あ る.

UI記 述 言 語 で記 述 され て お り,MineSの ユ ー ザ イ ンタ フ ェ ー ス に 当 る.メ タ教 材 に対

して素 材 デ ー タを入 れ換 え る こ とに よ り,異 な る教 材 に す る こ とが可 能 で あ る.メ タ

教 材 に は 数値 デ ー タ の グ ラ フ化 機 能 、 ボ タ ン 等 の ユ ーザ イ ンタ ラ ク シ ョン機 能 等 が あ

る,ま た メ タ教 材 を デ ー タベ ー ス に納 め る こ とで,ネ ッ トワー クを通 じた再 利 用 が可

能 で あ る.

(2)素 材 デ ー タ

MineSが デ ー タ ベ ー ス に管 理 してい るデ ー タ で あ る.MineS2で は,デ ー タ ベ ー ス構i

築 の 自 動 化 に よっ て 外 部 か ら取 り込 まれ た,気 温 や 湿度 の よ う な時 間 軸 に依 存 し て変

化 す る 情 報 を定 期 的 に取 り込 ん だ デー タ な ど も,他 の デ ー タ と 同様 に 扱 う こ とが で き

る.

(3)教 材

素 材 デ ー タ をメ タ教 材 に埋 め こみ 表 示 した もの で あ る.MineS2は 主 に プ レゼ ン テ ー

シ ョン を 目的 と して教 材 を 扱 う.MineS2の 教 材 は様 々 な デ ー タベ ー ス か ら収 集 され る

素 材 デ ー タ と,そ の 素 材 デー タ に応 じた メ タ教 材 に よっ て構 成 され て い る。
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素材 デ ー タ
MineS/DBに 格 納 さ れ た デ ー タ

教材
プ レゼ ン テー シ ョン用 に,素 材

デ ー タ を メ タ教 材 に埋 め 込 み表

示 した ユ ーザ イ ンタ フ ェー ス

ー

O
－
一

メタ教材
MineS/UI記 述 言 語 に よ っ て 記 述

さ れ たMineS/UIテ ン プ レー ト,

を用 い た 素 材 デ ー タ の ビ ュ ー ワ

－
L
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前提 と している環境

ネ ッ トワー ク にi接続 さ れ た,MineSが 搭 載 さ れ た

コ ン ピ ュ ー タ を,学 習 者 が 自 由 に利 用 で き る 環 境

図7-2ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス とデ ー タの 対 応



8 素材 データの取 り込 み機能

8.1は じ め に

本 章 で は,MineSの 学 習 環境 へ の応 用 に際 し,追 加 しな け れ ば な らな い機 能 の う ち,

素 材 デ ー タの 取 り込 み機 能 につ い て述 べ る.

8.2節 で は,MineSに お い て 素 材 デ ー タ取 り込 み とは ど う い う位 置 付 け にあ る か を述

べ,8.3節 で は,MineSに どの よ うに機 能 を追 加 す る か を述 べ る .8.4節 で は 学 習 環境

で の利 用 の 仕 方 を述 べ,8.5節 で は,今 回実 施 した素 材 デ ー タ取 り込 み の例 を示 す.

8.2MineSに お け る 素 材 デ ー タ の 取 り 込 み

MineSの 教 材 を有 効 に利 用 す る た め に は,目 的 に合 った デ ー タが ネ ッ ト ワー ク上 に

豊 富 に 存 在 す る こ とが 不 可 欠 で あ る.そ の た め に は誰 も が デ ー タベ ー ス を容 易 に構 築

で きる こ とが 望 ま しい.

素 材 デ ー タの 取 り込 み機 能 と は,こ の デ ー タベ ー ス の構 築 とい う作 業 を 自動 化 し,
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有 効 な デ ー タ を簡 単 に デ ー タ ベ ー ス化 で き る とい う こ と で あ り,こ れ は,MineSシ ス

テ ム の 外 部 に存 在 す る デ ー タ をMineSの アー キ テ クチ ャ の 内部 に ど の よ う に取 り込 ん

で 行 くか とい っ た 課題 で もあ る.

MineSで は,MineS!DBに 格 納 す る デー タ は,デ ー タ格 納 ツ ー ル を用 い て手 動 ま た は

半 手 動 で構 築 す る前 提 とな って い る.し か し,デ ー タ を 作 成 す る こ と 自体 は何 もサ ポ

ー ト し てい な い の で
,MineSの 学 習 環 境 へ の応 用 に際 し,ネ ッ トワ ー ク上 に存 在 す る

上 質 な デ ー タ を増 加 させ る た め にMineSに 素材 デ ー タ の取 り込 み機 能(MineSデ ー タ

の 自動 作 成 機 能)を 追 加 す る.

8.3素 材 デ ー タの取 り込 み機 能 の 追加

MineSに 素 材 デ ー タの 取 り込 み 機 能 を追 加 す る とい うこ と は,MineSに よ っ てデ ー

タ の 自動 生成 をサ ポ ー トす る こ と にほ か な ら な い.将 来 的 に は様 々 な デ ー タの 自 動 生

成 を 可 能 とす る こ と を 目標 に,今 回 の 学 習 環 境 へ の応 用 で は特 に,気 温 や 湿度 とい っ

た 時 間軸 に依 存 して変 化 す る情 報 を定期 的 にMineS/DBに 取 り込 む こ とを試 み た.

通 常 のMineSの デ ー タ取 り込 み の 方 法 は,図8-1に 示 す よ う に,UIE,DBEを 介 し

て最 終 的 にMineS/DB形 式(4.5節,図4-3参 照)を 通 して デ ー タ がMineS/DBに 格

納 さ れ る.素 材 デ ー タ の 取 り込 み 機 能 追 加 は,最 終 的 にMineS/DB形 式 に よ っ て

MineS/DBに 格 納 され る の は 同 じだ が,UIE,DBEを 通 す こ とな く,任 意 の機 構iか ら と

りこ む こ と を可 能 にす る よ うな形 を試 み た.

実 際 の 素材 デ ー タ取 り込 み 部 の機 器 の構 成 を図8-2に 示 す.

8.4素 材 デ ー タの学 習環 境 へ の 応 用

素 材 デ ー タ を取 り込 み,実 際 に教 育 環境 に応 用 した と きの 全 体 図 が 図8-3で あ る.

(A)素 材 デ ー タの 取 り込 み に よっ て,様 々 な観 測 地 点 で格 納 され た 環 境 デ ー タ,マ

ル チ メ デ ィア デ ー タ は,(C)デ ー タ利 用 法(=メ タ教 材)で 作 成 さ れ た メ タ教 材 を

実 際 に 教 材 と して使 う現 場((B)教 材 利 用,作 成)か ら,イ ン タ ー ネ ッ トを通 じて

ア ク セ ス され,様 々 な学 習 環 境 に よ って教 材 と して表 示 さ れ利 用 され る.

8.5素 材 デ ー タ取 り込 み例
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法

1

MineS/DB形 式

DBE

UIE_構 令

データ格納の流れ

CSE

通 常 のMineS素 材 デ ー タの 取 り込 み

図8-1素 材 デ ータ取 り込 み機 能 の追加



セ ンサー部

外部データ

温湿度データ取り込み機器

変

換

機

PC9801又 は ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

図;-2温 湿度素材デ ー タの取 り込 み(温 湿度 デー タ)
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(C)デ ー タ利用 法(=メ タ教 材)

メタ教材の再利用

灸
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●田田
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デー タ統合、合成機能

(教材化機能)

教材利用、作成

⇒
環 境 デ ー タ

マ ル チ メ デ ィ ア素 材 デ ー タ

(A)素 材 データの取 り込み

MineS2翻=素 材データ ◎

(=メ タ教材ユーザ定義Ul)

図8-3素 材データの取 り込み利用例



今 回の 素材 デ ー タの 取 り込 み の デ ー タ例 で は,気 温,湿 度 の 他 に,無 線 に よ る 文 字

放 送 の テ キス ト部 分 の 取 り込 み も行 な った.

気 温,湿 度 の デ ー タ は,気 温 ・湿 度 グ ラ フ化 ツ ー ル に よ り,ネ ッ ト ワー ク を通 じて

デ ー タ を ア ク セ ス して グ ラ フ化 す る こ と を行 な っ た.ま た文 字 放 送 取 り込 み は,日 付

や,サ ブ ジ ェ ク ト,記 事 内 容 か ら記 事 を検 索 し,表 示 す る こ と に も成 功 してい る.
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9 メタ教材 とその作成機能

9.1は じ め に

デ ー タ ベ ー ス に は教 育 に役 立 つ デ ー タ が多 数存 在 し,こ れ を プ レゼ ンテ ー シ ョ ン用

教 材 と して授 業 に利 用 す る こ とは非 常 に 意 義 が あ る.MineSで は情 報 収 集 の際 にユ ー

ザ がUIテ ン プ レ ー トを作 成 す る こ と に よ り,デ ー タベ ー ス か ら検 索 さ れ た デ ー タの 表

示 形 式,転 送 方法 を定 め る こ とが で き た.こ の 機 能 を教 材 作 成 に応 用 す る.

本 章 で はMineSを 用 い て学 習 の 支援 を行 な う方 法 につ い て述 べ る.9.2節 で はMineS

を用 い た教 材 とそ の利 用 法 に つ い て説 明 し,9,3節 で は実 装 した教 材 作 成 機 能 につ い て

を述 べ,9.4節 で は具 体 的 な作 成 の 方 法 につ い て説 明 す る.

9.2MineSを 用 い た教 材 とそ の利 用 法

MineSを 用 い た学 習 支 援 環 境 で は,教 材 と して プ レ ゼ ンテ ー シ ョン用教 材 を扱 い,

教 師及 び 学 習 者 が 教 材 を作 成 で き る こ と を第 一 の 目 的 とす る.MineSで 扱 う プ レゼ ン

テ ー シ ョン教 材 は授 業 で使 用 す る型 に は まっ た ビデ オ の よ うな もの で は な く,む しろ
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画 用 紙 に絵 を描 く よ う に 自由 に作 成 で きる もの で あ る.

(1)メ タ 教 材

MineSで 扱 う教 材 は プ レゼ ンテ ー シ ョン教 材 を扱 い,様 々 な デ ー タベ ー ス か ら収 集

され る 素材 デ ー タ と そ の素 材 デ ー タ に応 じた ビュ ー ワ か ら構 成 され る.ビ ュー ワ に は

数値 デ ー タの グ ラ フ化 機 能,ボ タ ン等 の ユ ー ザ イ ン タ ラ ク シ ョ ン機 能 等 が あ り,素 材

デ ー タ を教 材 と して 機 能 させ る ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス の役 割 を 果 たす.MineSで は こ

の ビ ュ ー ワ を メ タ教 材 と呼 ぶ.

(2)メ タ 教 材 の 作 成

素 材 デ ー タは様 々 な デ ー タベ ー ス か ら収集 で き るた め,MineSで の教 材 作 成 は メ タ

教 材 の 作 成 を 意 味 す る.メ タ教 材 は プ ロ グ ラ マ ブル で あ るが,ユ ーザ の負 担 を で きる

だ け減 ら し,最 小 限 の プ ログ ラ ミ ン グで容 易 に作 成 で き る こ とを 目的 とす る.

(3)メ タ 教 材 の デ ー タ ベ ー ス 化

作 成 した メ タ教 材 は誰 もが 利 用 で きる 有 用 な資 源 と して デ ー タベ ー ス に格 納 す る.

ま た,利 用 の 際 に は,容 易 に 目的 の メ タ教 材 を検 索 で き る よ う にす る.

9.3教 材作成機 能 の実装

9.2節 で 述 べ た 学 習 支援 環 境 を構 築 す る た め のMineSの 機 能 拡 張 に つ い て 述 べ,教 材

作 成 の例 を示 す.

(1)メ タ 教 材

UIテ ンプ レー トを用 い て メ タ教 材 を実現 す る.メ タ教 材 はMineS/UI記 述 言 語 に よ り

記 述 され る.

(2)MineS/Ul記 述 言 語

メ タ教 材 作 成 の ため に 数値 デ ー タ を グ ラ フ化 す る関数 や教 育 応 用 を 考 え たユ ー ザ イ

ン タ ラ ク シ ョン を実 現 す る 関数 を用 意 した.

(3)メ タ教 材 作 成 機 能
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MineS/UI記 述 言 語 に よ って メ タ教 材 は記 述 され る が,で き るだ け利 用 者 の負 担 を減

らす た め に イ ン タ フ ェ ー ス ビル ダ を作 成 し,GUIに よ り メ タ教 材 を作 成 で きる よ う に

した.

(4)メ タ 教 材 に よ る 素 材 デ ー タ の カ プ セ ル 化

教 材 と して機 能 す る に はメ タ教 材 に よる素 材 デ ー タの カ プセ ル化 を す る必 要 が あ る.

素 材 デ ー タの収 集 に は そ れ が格 納 され て い る デ ー タベ ー ス に問 い 合 わ せ る必 要 が あ る

が,こ の作 業 をGUI(グ ラ フ ィ カル ユ ーザ イ ン タ フ ェー ス)を 通 して行 う よ う に した.

(5)メ タ 教 材 デ ー タ ベ ー ス と の イ ン タ フ ェ ー ス

MineSで 提 供 して い る デー タベ ー ス を 利 用 す る こ と に よ り メ タ教 材(MineS/UI記 述

言 語 で 書 か れ た プ ロ グ ラ ム)を 容 易 に デ ー タ ベ ー ス へ 格 納 で きた.格 納 され てい る メ

タ教 材 に は検 索 す る 時 に キ ー ワ ー ドとな る テ キス ト,カ プ セル 化 され る素材 デ ー タ の

格 納 され て い るデ ー タベ ー ス の 情 報 が付 加 され てい る.

9.4教 材 作 成 方 法

上述の学習支援環境 を用 いて どの ように教材が作 成 されるかを示 す.

作 成 す る教 材

札幌 と仙 台の ある月の気温 デー タとその月 に咲 く花 を比 較す る理科教 材 の作成

教 材 作 成 手lil頁

(1)メ タ教 材 作 成 機 能 を用 い て気 温 デ ー タ と花 の写 真 の 表示,ボ タ ンを ク リ ッ ク

す る と気 温 デ ー タが折 れ 線 グ ラ フ で表 示 さ れ る ユ ー ザ イ ンタ ラ ク シ ョ ン,を

記 述 した メ タ教 材 をイ ン タ フ ェ ー ス ビル ダを用 い て作 成 す る(図9-1).

(2)メ タ教 材 デ ー タベ ー ス に作 成 した メ タ教 材 を格 納 す る.こ の と き,キ ー ワ ー

ド,素 材 デ ー タの所 在 場 所 を入 力 す る.

(3)GUIを 通 し てMineSで 利 用 で きる札 幌 と仙 台 の デ ー タ ベ ー ス か ら素 材 デ ー タ

を収 集 し,作 成 したメ タ教材 に カ プ セ ル化 す る.

(4)メ タ教 材 に よ りカ プセ ル化 さ れ た素 材 デ ー タ を実 行 す る と教 材 と して機 能 す

る(図9-2).
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気温(℃)

40

0

'40
1 15

仙台の気温

札幌の気温

31日

仙台の今 月に咲 く主な花 札幌の今 月に咲 く主な花

メタ教材

(make-templateteaching_material_1

(temp_sendaitemp_sapporoflow_sensaiflow_sapporo)

;ウ イ ン ド ウ の 生 成

(setqcanvas(create・ ・window(get-root-window-ID)

005003501))

;ボ タ ン機 能 の 記 述

(setqbutton-1(make-buttoncanvas

I'仙 台 の 気 温"37882100302))

(set-scriptbutton-1'(make-graphcanvas

temp _sendai43463161221))

(setqbutton-2(make-buttoncanvas
"札 幌 の 気 温"378129100302))

(set-scriptbutton-2'(make-graphcanvas

temp _sapporo43463161221))

;ラ ベ ル の 記 述

(setqlabel-1(put-labelcanvas
Vt仙 台 の 今 月 に 咲 く 主 な 花"20186180251))

(setqlabel-2(put-labelcanvas
"札 幌 の 今 月 に 咲 く 主 な 花"230186180251))

★★★途 中 省 略 ★★★

;花(静 止 画)の 表 示

(show-picturecanvasfiow_sendai43227158951)〉

(show-picturecanvasflow_sapporo249226161951))

(event-loop))

メタ教材の記述

図9-1メ タ教 材 とそ の記 述
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デ ー タの カプセル化
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図9-2素 材 デー タをカプセル化 した メタ教材



10コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン支 援 機 能

1

10.1は じ め に

本 章 で は,MineSを 学 習 環 境 に応 用 す る際 の,教 材 を用 い たユ ーザ 間 コ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ンの機 能 に つ い て述 べ る.

10.2節 で は,MineSの ユ ー ザ 間 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る た め の 前 提 を述 べ,

10.3節 で は,範 囲 の 限 ら れ た学 習 環 境 で あ る学 習 空 間 に お け る コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの

実 際 に つ い て考 察 す る.10.4節 で はMineSに 追 加 しな けれ ば な ら ない2つ の機 能 を詳

述 し.10.5節 で は コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン機 能 を 実 際 に学 習 空 間へ 利 用 した 際 の例 を示 す.

10.2教 材 に よ る ユ ー ザ 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 実 現

MineSを 学 習 環境 に応 用 す る際 に 中 心 的 な役 割 を果 たす の は,9章 で 述 べ た よ う に,

メ タ教 材 と素 材 デ ー タ に よっ て構 成 され る 「教 材 」 で あ る.MineSで は利 用 者 間の コ

ミ ュニ ケ ー シ ョン を支援 す る た め,教 材 に コ ミ ュニ ケー シ ョ ン機 能 を追 加 す る.
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MineSの 教 材 は,お も に プ レゼ ン テー シ ョ ンを 目的 と して い る の で,こ こで 追 加 す

る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン機 能 は,あ る利 用 者 が マ シ ン上 に 表示 して い る教 材 を,文 字 や

音 声,動 画等 を用 い て,他 の利 用 者 に効 率 良 く説 明 で き る ため に必 要 とな る機 能 で あ

る.

10.3学 習 空 間 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 結 び付 きの強 さ か ら見 て,あ る程 度 限 定 さ れ た範 囲 が定 め ら

れ た学 習 環 境 で あ る 学 習 空 間 に お い て は,次 の よ う な3つ の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン が存

在 す る.

(1)教 師 が 学 習教 材 を用 い て進 め る授 業 の 中 で,教 師 や 生徒 が 意 見 を交 換 す る こ

と.

(2)準 備 さ れ た学 習 教 材 を も と に,生 徒 の発 見 した新 た な視 点 を,自 ら教 師 や 他

の生 徒 に対 して表 現 す る こ と.

(3)教 師 の 作 成 した学 習 教 材 や,生 徒 の新 たな 視 点 とい った授 業 の成 果 を,他 の

学 習 空 間 で 再 利 用 す る こ と.

これ を 図 に表 す と次 の よ う にな る.(図10-1)

学 習 空 間 の 中 で 教 師 の説 明 に よ り,教 材 を介 し て教 師 と生 徒Aが 意 見 を交換 し て い

る.ま た生徒Bと 生 徒Cは 教 材 か ら得 た 自 ら の 発 想 を も と に意 見 を交 換 してい る.こ

れ らが 融合 た全体 と して の コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンAも 存 在 す る.

1つ の 学習空 間の中 で生 じた,様 々 な情 報 の相互作用 は,や が てその学習空 間 か ら,

外の学習空間へ と波及 し,さ まざまな相 互作 用 の成果 が保存 されて再利 用 される.

10.4MineSに 追 加 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン機 能

この よ う な学 習 環 境 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る ため,MineSに2つ の機i能

を追 加 す る.

(1)会 話 機 能

音 声,文 字,動 画等 を用 い て利 用 者 同 士 で会 話 をす る機 能.同 期 的 会 話,非 同 期 的

会 話,ブ ロー ドキ ャ ス トに よる 会 話 な どが選 択 可 能.こ れ に よ り,利 用 者 同士 の 意 見

交換 な どが 可 能 とな る(図10-2).
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(2)プ レゼ ン テ ー シ ョ ン機 能

表示 し て い る教 材 を も とに,そ の教 材 に対 す る 操 作 や,マ ウス や 簡 単 な描 画 に よ る

教 材 へ の 指 示 等 を,そ の ま ま他 の利 用 者 の教 材 に表示 させ る機 能.(図10-3)ま た,

会 話機 能 や プ レゼ ン テ ー シ ョン機 能 を学 習著 聞 で有 機 的 に行 な え る よ うにす る た め,

教 材 を 表 示 して い る 際 に動 的 に メ タ教 材 を作 成 ・変 更 で き る機 能 も必 要 で あ る.そ れ

が ツ ー ル を用 い た メ タ教 材 作 成 機 能 で あ る(図10-4).

以 上 の 機 能 は,MineSが デ ー タベ ー ス ヘ ア クセ スす る た め に用 い て い たUI間 の仮

想 的 通信 を,純 粋 にUIE間 のMineS/UI記 述 言 語 の通 信 の み を行 な え る よ うに拡 張 す

る こ と で実 現 され る.こ れ らの 機 能 を組 み合 わ せ る こ と で,学 習 空 間 内 の 学 習 者 間 の

コ ミ ュ ニケ ー シ ョンの 実 現 が 可 能 と な る.

10.5学 習 環 境 へ の 利用 例

(1)教 材 の 教 示(図10-5)

教 師 は,自 ら作 成 した メ タ教 材 を生 徒 全 員 に配 り,メ タ教 材 の操 作 説 明 を会 話 機 能

を用 い て,音 声 に よ っ て行 な う(A).同 時 に,教 材 の プ レゼ ン テー シ ョ ン機 能 に よ

っ て,教 師 が操 作 し た画 面 をそ の ま ま生徒 に見 せ る こ と に よ り,生 徒 の教 材 操 作 の補

助 をす る(B).

そ の 後,教 師 の 用 意 した 内 容 に よ り生 徒 が教 材 を操 作,ネ ッ トワ ー ク上 の デ ー タベ

ー ス に ア クセ ス し
,地 図 や気 温 ・湿 度 と言 っ たデ ー タ を 表示 させ,授 業 が進 む(C).

操 作 に 関す る質 問 な ど には,会 話 機 能 に よ っ て教 師 が応 答 を す る(D).

(2)新 た な発 想 を も とに した議 論 へ の発展(図10-6)

生徒Aは,教 材 を用 い て,自 分 の 自由 な発 想 に よ り様 々 な デ ー タ を 表 示 して見 てい

る.そ の う ち興 味 あ る デ ー タの 組 み合 せ を見 つ け,そ の 視 点(す な わ ち彼 の発 想 に よ

り表 示 させ た教 材)を,教 師 や他 の 生徒 に プ レゼ ン テー シ ョンす る(A).

生徒Aの 教 材 が,他 の 人達 に プ レゼ ン テー シ ョ ン され た こ と に よ り,会 話機 能 を用

い た全 員 に よ る議論 が 始 ま る(B).そ れ に対 して他 の 生 徒 も プ レゼ ン テー シ ョ ン を

行 な い,議 論 が発 展 して行 く.
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11 展望

11.1は じ め に

本 字 で は,本 年 度 の 開発 に よ って得 ら れ た成 果 を も と に,今 後 の展 望 を,運 用 面 と

学 習 環 境 へ の応 用 面 か ら述 べ る.11.2節 で は,本 年度 試 み たMineS運 用 版 を も と に し

た展 望 を 述 べ,ll.3節 で は,MineSの 学 習 環境 へ の応 用 に関 す る今 後 の 展 望 に つ い て

述 べ る.

11.2MineSの 運 用

本 年度 は,ネ ッ トワ ー ク上 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス を 多 くの利 用 者 に供 す る た め,

昨 年度 開発 したMineSプ ロ ト タイ プ版 を 強化 して,MineS運 用 版 を作 成 し,そ の 運用

を試 み た.

ユ ー ザ イ ンタ フ ェー ス の改 良 や ,DBEの よ り効 率 的 な動 作 等 さ ま ざ ま な問 題 点 が

指 摘 さ れ たが,今 回 ネ ッ トワー ク上 で デ ー タ ベ ー ス サ ー バ と して 運用 で き た こ と は,

東 北 か らの デー タ ベ ー ス シ ス テ ム お よび デ ー タベ ー ス の 発 信 とい う意 味 で,非 常 に意
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義 の 有 る こ とで あ っ た.

今 回のMineS運 用 版 の 開発 お よび 運 用 を通 して特 に大 きな 意 義 を持 つ こ とは,運 用

版 の 仕 様 書,お よ び 記 述 言語 の 仕 様 が 完成 し た こ とで あ る.こ れ らの 仕 様 を も と にす

る こ と で,MineSの 機 能 を備 え た シ ス テ ムが,ま た違 っ た 形 で の実 装 を され得 る こ と

に な り,こ れ はMineSプ ロジ ェ ク トに と っ て も,ま た 日本 の デ ー タベ ー ス ・ソ フ トウ

ェ ア 開発 の 面 か ら も望 ま しい形 で あ ろ う.

ま た東 北 大 学 の 協 力 を得 て,PDSと してMineS運 用 版 を世 に送 り出 す こ とに よ っ

て,MineSが 多 く の 人 に知 ら れ利 用 さ れ る第 一 歩 と な る.PDSに 関 す る 今 後 の展 開

は時 間 的制 約 の た め本 報 告 書 に はの せ ら れ な か っ た が,今 後MineSが 広 く流 布 し利 用

され る こ とに よ り,我 々 が描 く理 想 の情 報 環 境 が構 築 され る こ と を切 に望 ん で い る.

東 北地 方 で デ ー タベ ー ス構 築,そ の 運 用,多 くの 高度 な技 術 の 蓄 積,そ して 東 北 か

らの デ ー タベ ー ス ・ソ フ トウ ェ アの 発 信 の実 現 は,今 後 の 東 北 に お け る デ ー タベ ー ス

利 用,デ ー タベ ー ス シス テ ムの 開発,そ して よ り多 くの 情 報発 信 ・情 報 利 用 に拍 車 を

か け る もの と信 ず る.

11.3学 習 環 境 へ の応 用

現 在 学 習 環 境 へ の イ ン ター ネ ッ ト導 入 が 叫 ば れ て い るが,ネ ッ トワ ー ク を用 い て よ

り効 率 的 に デ ー タベ ー ス等 を利 用 す る に は,デ ー タ ベ ー ス ・ソ フ トウ ェ ア が重 要 な鍵

を握 っ て い る.

学 習 環 境 に お い て は,利 用 者 の創 造 力 を どれ だ け支 援 す る こ とが で きる か,が 鍵 に

な るが,今 回 のMineS2に よ り要 求 さ れ る学 習 環 境 が容 易 に構 築 で きる こ とが わ か っ

たの で,こ れ か らは 実 践 的 な利 用 の 仕 方 を考 え て い く必 要 が あ ろ う.

これ か らは,さ ら に,初 心 者 に対 す る 使 い や す い ユ ーザ イ ン タ フ ェ ー ス の提 供,教

材 の容 易 な作 成 法,そ して簡 易 な デ ー タベ ー ス構 築 をめ ざ して行 く必 要 が あ る.こ れ

らを進 め て行 くこ と に よ り,爆 発 的 に広 が る イ ン ター ネ ッ ト利 用 者 の 広 い 要望 に 答 え

る こ との で きる デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ムが完 成 す る と確 信 してい る.

今 後,MineSプ ロ ジ ェ ク トで 培 っ た も の を,発 展 途 上 の 学 習 環 境 に お け る イ ン タ ー

ネ ッ ト利 用 に有 効 に活 用 で きる よ う,最 善 の努 力 を して行 きたい.
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12 お わ りに

MineSの 開発 は,昨 年 度(平 成5年 度)と 今年度(平 成6年 度)の2年 に渡 り,株

式会社 エマーズが財 団法人 デー タベース振興 セ ンターの 委託 を受 け,宮 崎正俊(東 北

大学大 学 院情報科 学 研 究科),布 川博 士(宮 城教 育大学 理科教 育研 究 施 設),岩 本 正

敏(東 北学 院 大学工学 部),水 野晋 一((株)エ マ ーズ高度 情報社 会 技術研 究 所),夏

目俊((株)エ マーズ高度情報社会技術 研 究所),秦 直紀((株)エ マー ズ高度 情報社会 技

術研 究所)が 中心 と なって進め て きた.そ の 過程 で,東 北大学大学院 生(南 野謙 一,

太市津 義),東 北 大 学学生(金 谷吉成)他,東 北大学大 学院生,東 北 大 学学生等,多

くの方 に御 協力 をい ただいた.

日本 に お け る ソ フ トウ ェ ア 開発 の 貧 困 さが 叫 ば れ て い る今,MineSプ ロ ジ ェ ク トの

よ うな,産 官 学 の 一 体 と な っ た 開発 プ ロ ジ ェ ク トは,仕 様 の検 討,開 発,お よ び 運 用

等 に 関 して多 大 な効 果 を もた らす こ とが 判 明 した.こ の よ うな プ ロ ジ ェ ク トが2年 も

続 い た とい う こ と自体,東 北 の 大 きな財 産 で あ る.

今 後 イ ン ター ネ ッ トの利 用 者 は爆 発 的 に増 え る こ とが 予 想 され,イ ン ター ネ ッ トは

す で に デ ー タベ ー ス,ネ ッ トワ ー クの ス ペ シ ャ リス トだ け が利 用 す る 世 界 で は な くな

りつ つ あ る.今 後 は こ の よ うな 利 用 者 を対 象 に,今 ま で 以 上 に情 報 環 境 整 備 に携 わ る

と と も に,MineSプ ロ ジ ェ ク トの多 くの経 験 を 生 か し,東 北 地 域 の 発 展 に 寄与 し て行

きた い と考 え て い る.
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最後 に,MineSを 開発 す る機 会 を与 え て い た だ い た(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター,

開発 の ため に貴 重 な ツ ー ル で あ るDeLisを 提 供 して下 さっ た(財)仙 台 応 用 情 報 学研 究 振

興 財 団,ネ ッ トワー ク環境 を提 供 して くだ さ っ た東 北 イ ン タ ー ネ ッ ト協 議 会,そ して

快 くMineS開 発 検 討 委 員 をお 引 き受 け 下 さ っ た方 々 に謝 辞 を お く り しめ く く りと した

い.
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Appendix





Appendix.A MineS仕 様 書 一 覧

Appendix.Aで は,本 年 度 開発 したMineS運 用 版 の全 仕 様 書 を 掲 載 す る.図A-1で,

仕 様 書 全 体 の 一 覧 と構 成 を示 し,こ の構 成 図 に従 い全 仕 様 書 を載 せ てい る.
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MineS仕 様書一覧

BOI

FO1

SO1

Bl1

Fll

MineSフ ル システ ム

基本 仕 様書

UNIX版 、MS-Windws版

双 方 に つ いて記 述

Sl1

MineSフ ル シス テム

機 能仕 様 書

UNIx版 、MS-Windws版

双 方 に つ いて記 述

Bl2

F12

MineSサ ブシステム

基本仕様書

UNIX版,MS-Windws版

双方について記述

MineSサ ブシステム

機能仕様書

MS-Windows版 についての

特例 を記述

B13

F13

DeLisforMineS

基 本 仕 様 書

MS-Windows版 に つ いての

特 例 を記 述

MineSデ ー タベ ー ス

構 造 仕様 書

UNIx版,MS-Windws版

双 方 につ い て記述

凡例

〈資料番号〉

〈総称名〉

DeLisforMineS

基 本 仕 様書

MS-Wndows版 に つい ての

特例 を記述

資料 をまとめて総称 している

〈資料番号〉

〈資料名〉
資料の実体

図A-1MineS仕 様 書 一 覧 表
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資料種別 基本仕様書 資料名MineSフ ル システム基本仕様書

資料番号B11

作成者 素 直紀

ペ ー ジ:1β

作 成 日1994年9月30日

概 要

Minesフ ルシステムはCSE、UIE、DBEの3つ のエ ンジ ンか ら成 り立っている システム

である。われわれはこれらの3つ のエ ンジンを備 えている物 をMinesフ ルシステムと呼 ん

でいる。Minesフ ル システムは別途説明するMSneSサ ブシステムからの要求 に対 して、そ

の要求 に対 して返答 をする機能を持ち合 わせている。またMincSフ ルシステムは、Mines

サブシステムの機能 も保有 してお り、MineSフ ル システムのみでのユーザーとの対 話が可

能である。すなわちMinesフ ルシステムは複数のMiriestrブ システムか らの要求に対応で

きるサーバ ー的存在であ りMineS全 体 の中枢となるぺ きものである。

サ ー バ側(MlneSフ ル シス テ ム)

図1Minesフ ルシステム

機 能 概 要

MincSフ ルシステムが提供する主 な機 能としては以下のものである。

・MineSサ ブシステムとの通信機能

・Minesサ ブシステムから渡 されたUI記 述言言6を評価す る機 能。MineSIDBEか ら渡 され

たデー一夕をU記 述言語にカプセル化する機能。ユーザー とのインタラクションを実

現する機能。

資料種別:基 本仕様書 資料名:MineSフ ル システム基本仕様書

資料番号:B11

作 成者:秦 直紀

ペ ー ジ:2β

作 成 日:1994年9月30日

・UIEか らの要求式を解釈する機能、またその要求式 に従 ったMineS/DBを 検 索 しその

結 果を返す機能。

3.稼 働 環 境

(1)動 作 条 件

MineSフ ル システムは下図の環境 で稼働する。

r

MineSフ ル シ ステ ム

DeLisforMineS

X・Window

UNlX

上 図 の よ うにMincSフ ル シ ステ ム はUNIXマ シ ンで稼 働 して い るDeLisfor

構 築 さ れた1つ の シス テ ムで あ る。

Mines上 で
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資料種別 基本仕様書 資料名:MineSフ ル システム基本仕様書

資料番号B11

作成 者 秦 直紀

ペ 一一ジ:3β

作 成 日1994年9月30日

4、 状 態 遷 移

Minesフ ルシステムは下図に示 したような状態遷移 を行ってM桓eSサ ブシステムか らの

要求に答 える。

1、Mn●Sフ ルシステムを立ち上

げた状腫
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2、 あるマシンのMneSサ ブシステムか
らコネクション要求がくる.そ う↑る

とMneSフ ルシステムが品rkし子MneS

フルシステムがMnoSサ ブシステムの相

手をtる.扱 のMneSフ ルシステムは他
のMneSサ ブシステムからの要求を待つ

o

MineSフ ルシステム状 態遷移図
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1.概 要

Minパ サブシステムはCSE、UIEの2つ のエ ンジ ンから成 り立っている。 われわれはこ

れ らの2つ のエ ンジンを備 えている物をMinパ サ ブシステムと呼んでい る。Minesサ ブシ

ステムは別途説明す るMinesフ ルシステムに対 してコネクション要求を発することによ り

Minesフ ルシステムとコネクションを張 りそこでデータの授受 を行 う。

Minesサ ブシステムはMincSフ ルシステムに対 して要求式を発 して、その結果を受け取

り評価する。

今回MineSサ ブシステムはUNIX上 で稼働する ものとMS・Windows上 で稼働するもの

を考 えている。
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図IMinesサ ブ シス テ ム

2.提 供 機 能

MincSサ ブシステムが提供す る機 能としては以下の機能が有 る。

(1)MineSフ ルシステムとののソケ ッ トを用いた通信機能(CSE)

(2)MineSフ ルシステムから渡されたUI記 述言語を評価 する機能、またMinesフ ル

システムに対 して要求式 を構築する機能。
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3.稼 働 環 境

(1)動 作 条 件

Minesサ ブ システムは下図の環境 で稼働 する。

MineSサ ブシステム

DeLisforMineS

X-Window

UNlX

UNIX版

又は

MineSサ ブ シス テ ム

Win版DeLisforMineS

Windows

MS-DOS

MS-Windows版

上図 の よ うにMinesサ ブ シス テ ムは各 マ シ ン用 のDeLisfor

で あ る。

rviincS上 で構 築 され た物
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1.概 要

UNIX上 で 稼 働 す るDcLisforMincS(DeLisの 拡張 版)のMS・Windows上 で 稼働 す る も

の がMS-Windows版DeLisforMineSで あ る。 これ はUNIX上 で 稼 働す る もの と全 く同 じ

考 えで 構 築 ・実装 され てい る。 このMS・Wind。ws版DeLisforMineS上 で構 築 され る シ

ス テ ム"MineSサ ブシス テ ム"の プ ラ ッ トホ ー ム と して用 い られ る。

2.提 供 機 能

MS・Windows版DcLiSforMiticSが 提供 す る機 能 と して は以 下 の もので あ る。

(1)ネ ッ トワ ー ク機 能

(2)Windows上 のGUI作 成機 能

3.稼 働 環境

(1)動 作 条 件

Windows}IStDeLisfor Minesは 下図の環境で稼働する。

上 図の よう にWindows版

ラ ムと して動作 す る。

Win版DeLisforMineS

DcLisforMineSはWindows上 の ア プ リケ ー シ ョ ンプ ログ

資料種別 基本仕様書 資 料 名DeLisforMineS基 本 仕 様 書

資料番号B13

作成者 素 直紀

ペ ー ジ:

作 成 日:1994年9月30日
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概 要

MiricSフルシステムは、ネ ットワーク上に存在 しているMincSサ ブシステムか らの要求

に対 してその要求 を満 たす結果を返せることが一番の目的であ る。そのために複数の

Minづ サブシステムからの要求に答えることがで きるように しなければな らない。 また

Minesフ ルシステムはMineSで 扱 うことのできる複数のMineStDBに 対 して検索 を行 う機能

も有 している。

サ ー バ 側(MineSフ ル シス テ ム)

図IMineSフ ル システム

詳 細 機 能

a全 体機 能

(1)サ ーバー機能

Minesフ ルシステムは複 数のMineSサ ブシステムからの要求に答 えるためにMiiieS

サブシステムか らのコネクシ ョン要求が来た場合デーモ ンプロセスと同 じ様 に、

自分 自身をforkし子Minesフ ルシステムにM㎞ 。Sサブシステムとのコネクシ ョン行

い親MineSフ ルシステムは他 のMineSサ ブシステムからの要求に備 える。

(2)デ ータカプセル化機 能

Minesn)Bか ら渡 されたデータをUI記 述言語で表現 されたUIテ ンプ レートに
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作成 者 秦 直紀

ペ ー ジ:2β

作 成 日:1994年9月30日

データをカプセル化 し、その情報を渡す機能。

(3)M三neS/DB検 索機能

MineS/UIEか ら渡 された検 索式を もとに、MineSで 定義 しているMineSIDB形 式の

ファイルの内容 を検索 し、検索式 に従った結果を返す機 能。

(4)通 信機能

MitieSサ ブシス テムか らのコネクション要求に対 して通信回線 を確立 し、MineS

フルシステム<一>M垣cSサ ブシステム間のデータ授受を行 う機 能。

b各 エ ンジ ンは 以下 の機 能 を持 って い る。

(1)CSE(コ ミ ュニ ケー シ ョ ンサ ポ ー トエ ンジ ン)

CSEはMiiieSフ ル シス テ ム とMineSサ ブ シス テ ム間 の ネ ッ トワー ク通 信機 能を受 け

持 つ。

(2)UIE(ユ ー ザ ー イ ン ター フ ェー ス エ ンジ ン)

UIEは ユ ー ザ ー との イ ンタ ラク シ ョン部分 を受持 つ 。 こ れ らの ユー ザ ー イ ンター

フェ ー ス はMinesで 定 義 したUI記 述言 語 に よ って記 述 され た もの を用 い て実現 さ

れ る。

(3)DBE(デ ー タベ ー ス エ ンジ ン)

DBEはUIEか らのDB検 索 要 求等 を受 け取 りMincSで 定 義 して いるDB形 式 に添 っ た

形 のDBの 検 索等 を行 う。 即 ちDBEはUIEか らの 要 求 に対 して その 要求 に答 える機

能 しか持 ち合 わ せ てい な い。

3.稼 働 概 要

(1)MineSフ ル シス テ ム起 動

◆UNlX上 でDeLisforMineSの 起 動
。

・起 動 時 にinitlispを 績 み 込 む
。

・initＬispにはMineSフ ル シ ス テム と な るもの の 記 述 をし、DeListorMineS起 動

時 にMineSフ ル シス テ ムが 稼働 する よ うに して お く。

・上 記 の よ うに す る こ とに よ りMineSフ ル シ ステ ム は稼 働状 態 に な りいつ で も

MineSサ ブ シ ステ ム か らの コネ ク シ ョン要 求 に答 える こ とが で き る。

(2)MineSフ ル シ ステ ム稼 働 中
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・ ネットワーク上で生成 されたMneSサ ブシステムからMineSフ ルシステムに対 し

てコネクション要求がくる。

・ その と きMineSフ ル シ ステ ム は 自分 自身 をforkし 子MineSフ ル シ ステ ム がMheS

サ ブシ ステ ム との コネ ク シ ョン を張 る.。
,....

・親MineSフ ルシステムは他のMineSサ ブシステムからの要求に対 して答 えられる

よ うに まつ 。

・MineSサ ブ システ ム が コ ネ クシ ョン を切 り放 した らMineSサ ブ シス テ ムと コ ネ ク

ション を張 っていたMineSフ ルシステムは消滅する。

「

器

1

'

「

一 '
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概 要

Minesサ ブシステムは、ネ ットワーク上に存在 しているMineSフ ルシステムに対 しての

通信機能、カプセル化データ評価機能、検索要求式構築機 能を有 している。これらの機

能を実現 してい るものを我 々はMincSifプ システムと呼 んでい る。またこれらの機能 に

DB機 能を追加 した ものを我々はMitieSフルシステムと呼 んでお り、Minesサ ブシステムは

そのMinesフ ルシステムとの通信を行 いながらユーザ ーの要求を満 た して行 く。

2.詳 細 機 能

DeLisforMineS(Windows版 も含 む)上 で実 現 され るMinesサ ブ シス テ ムは 以下 の機

能 を提 供 す る。

(1)カ プ セル 化 デ ー タ評価機 能

MincSサ ブ シス テ ムはMineSフ ル シ ス テ ムか ら渡 され た カプ セル 化 デー タ等 を評

価 し、 それ に従 っ た動作 を行 う。

(2)i要 求検 索 式 構 築機 能

Minesフ ル シス テ ムに対 して ユ ーザ ー が 選択 したMiricSIDB検 索 要 求 を、検 索 優

先順 位 を考慮 した形の検 索要 求 式 を構 築 す る機 能。

(3)通 信機 能

MitieSフ ル シ ステ ムに対 して 通信 回線 を確 立 し、Minesフ ル シ ステ ム

<・>Mir,cStrブ シス テム 間 のデ ー タ授 受 を行 う機 能 。

(4)ユ ーザ イ ンタ ラク シ ョン機 能

ユ ーザ ー との イ ンタ ラク シ ョンを行 う機 能 。

稼 働 概 要

(1)MineSサ ブ シス テ ム起 動

'UNlX上(又 はWindows上)でDeLisforMineSの 起 動
。

・起 動 時 にiniUispを 読 み 込 む
。

・init.lispに はMineSサ ブシ ステ ム と な る ものの 記 述 を し、DeListorMineS起 動

時 にMineSサ ブ システ ム が起 動 す る よ うに して お く。

・MineSサ ブ シス テ ムが起 動 され る こ とに よ りMineSホ ー ムペ ー ジが 表 示 され る。

(2)MineSサ ブシステム稼働中
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・MineSホ ー ムペ ー ジ か らデ ー タベ ー ス をユ ー ザ ーが選 択 す る。

・その と き始 め てMineSフ ル シ ステ ム に対 して コ ネ ク ショ ン要求 をだ し、 ネ ッ ト

ワ ー ク の接 続 要 求 をMinθsフ ル システ ム に対 して 行 う。

・ネ ッ トワ ー ク の確 立後 、デ ー タの 授 受 を行 う。

稼 働 例(Windows版)(次 ペ ー ジ)
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声
MineSの ア イ コン を

ダ ブル ク リ ック

←DeListor
MineSの フ ォル ダ

O
initＬisp

MineSア イ コン ダ ブル ク リッ ク後 、

MneSホ ーム ペ ー ジが 表示 され る

MineS

ここ を リックすると初 めてMineSフ ルシステム側

とコネクションを張 り、その後このボタンに対応 し

た処理 を行う。

MineSサ ブシステム稼働図

この ウ

記述 されている

資料種別 基本仕様書 資料名MineSサ ブシステム機能仕様書

資料番号F12

作成者 秦 直紀

ジ

日

一

成

ぺ

作 1994年9月30日
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1.概 要

UNIX上 で 稼 働 す るDcLiSforMines(DeLisの 拡 張版)のMS-windows上 で稼 働 す る も

のがMS-windows版DcLisforMincsで あ る。 これ はuNlx上 で稼 働 す る もの と全 く同 じ

考 えで構 築 ・実 装 され てい る。 このMS・Wind。ws版DeLisforMincS上 で 構 築 され るシ

ス テム が"Minesサ ブ シス テ ム"で あ る。

2.機 能

MS-Windows版DeLiSforMineSals持 っ てい る機 能 と して は 以下 の もので あ る。

(1)ネ ッ トワー ク機 能

・.TCP刀Pを 用 い て他 のDeUsforMiricSと の通 信 を実現 す る機 能 。

・シ リ アル 回線 を用 いて他 のDcLisforMinesと の通信 を実 現 す る機 能。

(2)Windows上 のGUI作 成機 能

・UNIX上 で実 装 され て い るDeLisforMineSが 持 て い るGUI関 係 機 能 をMS ・'

Wihdows上 で 実現 す る機 能 。

(3)そ の他

・そ の他 のDeLisforMinesが 持 っ てい る機 能
。

3.Windows版DeListorMineS上 で の 具 体 的 な 動 作 例(次 ペ ー ジ)

処 理 の流 れ。

1、MinaSフ ォル ダー のWindows版DeLisforMincS(MineS)を ダブ ル ク

リ ック。

2、 そ うす る と カ レン トフォ ル ダー に存 在 す るiniLlispをWindows版DcLis

forMincSは 読 み込 み 内容 を 評価 す る。

3、init.1ispに ユー ザ ー一が 記 述 したMineSサ ブ シ ス テ ムの式 が 評 価 されMinesホ ー

ム ウイ ン ドウが表 示 され、 その後 ユ ー ザ ーが 要 求 に従 って操 作 す る。
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Windows版DeLisforMineS

声
O
iniしlisp

MineSの ア イ コ ン を

ダ ブル ク リ ッ ク

」

このフォルダーにはユ
ーザーカ配述した

MneSサ ブシステム用

のlispファイルも置か

れゑ

r●__DeListor

MineSの フォル ダ

O
MineSinit.lisp

MineSア イ コ ン ダ ブル ク リッ ク後 、

MineSホ ー ム ペ ー ジ が表 示 され る

MineS

回
ここ を リックす「ると初めてMineSフ ルシステム側

とコネクションを張 り、その後このボ タンに対応 し

た処理 を行 う。

この ウ ン ド ウ はinit.lisptこ

、
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(1)基 本 構 造

Mines/DBは 基本 的 には1つ の フ ァイ ルか ら成 り立 って お り、以 下 の 各部 か ら成 り立 って い る。

ヘ ッダ部

ペー ステ ンプ レー ト部

レコー ド部

テ ンプ レー ト部

(1.1)各 部 の 意 味

・ヘ ッ ダ部

この デー タベ ース ファ イル の出 自が 書 かれ てい る。

・ペ ー ステ ン プ レー ト部

実際 に検索 対象 とな る レコー ドの構 造 が記 述 され てい る。

・レ コー ド部

検 索対 象 と なる レコー ドの集 合

・テ ンプ レー ト部

複 数 の テ ンプ レー トの集 合

(L2)各 部 の記 述 フ ォー マ ッ ト

各部の記述フォーマ ットは以下のように統一が図られている。

部識別子={部 内容);

以上のフォーマッ トで各部は記述されている。 ここでは部識別子の後 に;が書かれその後に1部内容);が書か

れる。
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作成者
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またホワイ トスペース(ス ペース、タブ)は 部内容の中で文字列を現す"で 囲まれた トークンの中で使用 さ

れい限 り、 トーク ンセパ レ一 夕として認識される。 トークンセパ レ一夕は複数連続 しても構わない。

・部識別子

部識別子 はそれぞれ以下 のような記述を行 って表現され る。

HDヘ ッダ部

BTペ ーステンプレー ト部

Rnレ コー ド部(nは 整数であ りレコー ドを識別するために用 いる)

Tnテ ンプ レー ト部(nは 整数でありテ ンプレー トを識別す るために用いる)

と記述する。 また部内容 については各部毎にフォーマ ッ トが異なるので後述す る。

(1.2.1)ヘ ッ ダ部 の 構 造

ヘ ッダ部にはこのファイル自身の出 自が書かれてお り以下の ような構造 を持つ

IID={

データベース名='こ のデータベースの名前",

作成者="作 成者の名前",

作成年月 日="作 成 した日付".

更新年月 日="こ のファイルを更新 した日付",

};

・デー タベース名 このデータベースに付 けられているファイル名 を記述する。

・作成者 このデー タベースを作成 した人、又 は会社団体 を記述す る。

・更新年月日 このデータベースが作成された後に修 正、追加、削除が行われた日付

を記述す る。記述 フt－ マ ッ トはYyYYfUiM/ddで 記述す る。またこのデー タ

ベースの更新 は複数回発生する可能性があるので、その時 は更新年月 日を前

回の更新年月 日の次 に記述を してい く。

、
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(1.2.2)ベ ー ス テ ン プ レー ト部 の構 造
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作成 日1994年9月30日

ペーステンプレー ト部にはこの後 に記述するレコー ド部の構造を現 しお り、 この情報が レコー ド部の レコー

ド情報 と相違す ることになるとレコー ドの検索が不可能となる可能性 が発 生 してい くる。 またこのペ ーステン

プレー ト部は1つ のファイルには1つ しか存在 しない。すなわち2つ 以上は存在 しない。

BT={

Fn={"フ ィー ル ド名 ∵ デ ー タ型 識別 子 ∵ 単位"〕,

*(サ プフ ィー ル ドが無 い場合)

又 は

Fn={"ブ イー ル ド名",

Sn・=("サ ブ フ ィー ル ド名∵ デー タ型 識 別 子∵ 単位"},

},

*(サ ブフ ィー ル ドが あ る場 合)

・デー タ型 記述 子

・単位

これ は実 際 に レ コー ド部 の各 レ コー ドの フ ィー ル ドと対 応 してい る。

今 後 こ れ を フィー ル ドNOと 呼 ぶ。nは 数 字 で あ りレ コー ド部 の各 レコー ドが

持 って い る フィー ル ド数分 ユ ニ ーク な数 字 が 割 り当 て られ る。 数 字 の範 囲 は

原 則 的 に1～ フ ィー ル ド数 分 で あ る が状 況 に応 じて は そ か ぎ りで はない 。

これ は レ コー ド部 の 各 レ コー ドの サ ブ フィ ール ドと対応 して い る。今

後 これ を サ ブ フ ィー ル ドNOと 呼 ぶ 。nに つ い て は フ ィー ル ドNOと 同 じであ

る。 ま た この サ ブ フ ィー ル ドにつ い て は後 述す る。

これ は フ ィー ル ドNOに つ.け られ た名 称 を 記 述 す る。 今 後 こ れ を フ ィー ル

ド名 と呼 ぶ 。

この フィー ル ドの デ ー タ型 を 記述 す る。 デー タ型 と して3種 類 の デ ー タ型が

あ る。

これはデータ型が数値 の場合 に記述します。ここはたとえば'百万円"と

言った ような記述になる。またデータ型が数値以外の時は""と記述 し"で囲ま

れた中 には何 も記述 しない。

資料種別 基本仕様書 資料名 データベース構造仕様書

資料番号Sl1

作成者 秦
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*こ れ らの記述 はレコー ド部の レコー ドのフィール ド数分記述 されることになる。

*フ ィール ド名、デー タ型記述子、単位はFn=の 後に記述 し、それらの情報は{}の中に記述 し、各3つ の項

目はカ ンマで区切 る。また1つ のフィール ド情報の記述 の最後 にカンマ(、)を 記述する。

◎ サ ブ フィー ル ドが あ る場合 、 無 い場 合

フ ィー ル ドに はサ ブ フ ィー ル ドを持 って い る もの が あ る。 そ の場合 に は フィー ル ドの記 述 が多 少 異 な る。

フ ィー ル ドに サ ブ フィ ール ドがあ る場合 、 通常 の フ ィール ドの記述 と異 なっ てサ ブ フィー ル ドの親 フ ィール

ドは'フ ィー ル ド名'だ け 記 述 す る。 そ の後 に サ ブ フ ィー ル ドの 情報 を記 述す る。記 述 フォー マ ッ トは通常 の

フ ィー ル ド記述 と 同 じで あ るが フィ ー ル ドNOをFnか らSnに 変 え る。,

◎ データ型識別子について

データ型識別子について3種 類の物が存在す る。これ らの記述によって実際にレコー ド部の レコー ドを検索

するときに検索方法 を選択 してい る。いかに3種 類のデータ型を示す。

・"文 字列"こ れ を記 述す る こ とに よ り対 応 す る レコー ド部 の レ コー ドの フ ィール ドの文

字 列 がが 単 な る文 字列 と して扱 われ、 この フ ィール ドの 文字 列 が検 索対 象 と

な る。

・"数値"こ れ を記 述 す る こ とに よ り対 応 す る レコー ド部 の レ コー ドの フ ィール ドの文

字 列 が が数 字 で始 ま り数 字 で終 わ る もの であ り検 索対 象 とな る。

・"ポ イ ンタ型ノ画像!キ ー あ り"

これ を記 述 す る こ とに よ り対 応 す る レコー ド部 の レ コー ドの フ ィール ドの文

字 列 自体 は検 索 対 象 に は な らず用 意 され た画像 デー タ処 理 モ ジ ュールで 処理

され る。

・丙ポ イ ン タ型1画 像 ノキー な し'

これ を記 述 す る こ とに よ り対応 す る レ コー ド部 の レコー ドの フ ィール ドの文

字 列 自体 は検 索対 象 には な らず用 意 され た画像 デ ー タ処 理 モ ジ ュールで 処 理

され る。

・"ポ イ ン タ型レテ キス ト"

こ れを 記述 す るこ とに よ りヌf応 ず る レコー ド部の レコー ドの フ ィー ル ドの文
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字列自体は検索対象にはならず文字列 自体 は実際の検索対象 となる

の絶対パスを現 している。

(L2.3)レ コ ー ド部 の 構 造

レコー ド部には実際のデー タが格納 されていて、以下のよ うな構造 を持っている。

Rn己{・

Fn己 デ ー タ 、

Fn=デ ー タ 、

サブフィール ドがある場合"幽

1
⑩

Fn={

Sn=デ ー タ

㊤

1
:

:

}

:

:

};

・Fnフ ィ ー ル ドNo

・デ ー タ こ こは各 フィ ール ドNoに 対 応 した値 が 記述 され てい ます 。BT

型識別子の記述によって実際のデー タは以下の ような記述とな りま

文字列 ・文字列・

数値nm

ポイ ン タ型'フ ァイル 名'

・Snサ ブ フ ィー ル ドNo(サ ブ フ ィー ル ドが あ る場 合)

◎サブフィール ドがある場合

一 一.一 一.
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サブフィール ドがある場合 にはFn=の 次 に{}の中にサブフィール ドのデータを記述する。

◎ フィール ドに対応す るデータがない場合

BTの フィール ドに対応 したレコー ド部のフィール ドの値がない場合 には レコー ド部のフィール ドの記述 は

省略で きる。

(1.2.4)テ ンプ レー ト部 の 構 造

テンプレー ト部にはUIEで 必要 なU1記述言語で記述 されたUIテ ンプレー トが格納 されてい る。以下のような

構造を持ってい る。

Tn=〔'

UI記 述言語

つ;

UI記 述言語MineSで 定義 している、U1記 述言語で書かれた文字列。

(2)そ の他

このような構造 のファイルを作成することによりMineSで 色々なデータを検 索することが可能である。



Appendix.B MineS用 語 集

Appendix.Bで は,こ れ ま でMineSプ ロ ジ ェ ク ト内 で 使 用 さ れ て き た 用 語 を整 理 し掲

載 す る.

MineS

(1)MineSプ ロ ジ ェ ク ト の こ と.

(2)MineSシ ス テ ム の こ と.

MineSフ ル シ ス テ ム

CSE-UIE-DBEと い う3層 構 造 を実 現 したMineSシ ス テ ム の こ と.ク ライ ア ン ト

サ ー バ シ ス テ ム に お け るサ ーバ に対 応 す る.た だ し,MineSは ク ラ イ ア ン トサ ー

バ シス テ ム に よる構 成 で は な い ので この 言 い 方 は必 ず しも正 し くな い .

MineSサ ブ シ ス テ ム

CSE-UIEと い うMineSア ー キ テ クチ ャの3層 構 造 の うち の2層 の み を実 現 した

MineSシ ス テ ム の こ と.ク ライ ア ン トサ ー バ シス テ ム に お け る ク ラ イ ア ン ト に対

応 す る.た だ し,MineSは ク ラ イ ア ン トサ ー バ シス テ ム に よ る構 成 で は な い の で

こ の言 い 方 は必 ず し も正 し くな い .

MineSス ペ ー ス

複 数 のMineSサ ブ シ ス テ ム と複 数 のMineSフ ル シ ス テ ム に よ って構 成 さ れ る シ

ス テ ム の こ と.

MineS環 境

MineSス ペ ー ス の こ と.特 に人 間 系 を含 め て 議 論 す る と きにMineSス ペ ー ス と
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い う用 語 の代 わ りに使 用 す る .

MineSア ー キ テ ク チ ャ

(1)MineSス ペ ー ス を実 現 す る た め の シ ス テ ムの構 造.

(2)MineSス ペ ー ス を実 現 す る た め の シス テ ム で 特 にCSE-UIE-DBEか ら な る

シ ス テ ム の こ と.

MineSプ ロ トタ イ プ

MineSプ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の こ と.

MineS運 用 版

MineSプ ロ トタイ プシ ス テ ム を実 運 用 に耐 え る よ うに した もの.

MineS2

(1)MineS2プ ロ ジ ェ ク トの こ と.

(2)MineS2シ ス テ ムの こ と.MineSプ ロ トタ イ プを 学 習 環境 に 応 用 す るた

め機 能 拡 張 した もの.

MineS2で 追 加 さ れ る機 能

MineSを 学 習 環 境 へ応 用 す る た め,MineSに 追 加 した機 能 は,(1)素 材 デ ーーー

タの 取 り込 み機 能,(2)メ タ 教 材 の作 成 お よ びDB化 機 能,(3)コ ミ ュ ニケ

ー シ ョ ン支 援 機 能
,の3つ で あ る.

MineSプ ロ トタ イ プ シ ス テ ム

MineSプ ロ ジ ェ ク ト1に よ り構 築 され た シス テ ム.

MineSプ ロ ジ ェ ク ト

MineSプ ロ ジ ェク ト1お よびMineSプ ロ ジ ェ ク ト2の 総 称.

MineSプ ロ ジ ェ ク ト1

1993年7月 か ら1994年3月 まで 行 な わ れ た プ ロ ジ ェク ト.DPCよ り委

託 さ れ た題 目 は'地 域 情 報 を対 象 に した分 散 協 調 型 デ ー タベ ー ス シス テ ム の 開発'.

小 規 模 の 地域 デ ー タを イ ン タ ー ネ ッ トを用 い て 提 供 す る た め の シ ス テ ム を 開 発 し

た.

MineSプ ロ ジ ェ ク ト2

1994年7月 か ら1995年3月 まで行 な わ れ た プ ロ ジ ェ ク ト.DPCよ り委

託 され た 題 目は'分 散協 調 デ ー タベ ー ス た め の 高度 運用 シス テ ム の 開 発 と学 習 支

援 環 境 へ の応 用'.MineSプ ロ トタ イ プ を複 数 の ユ ー ザ を対 象 に した利 用 に 供 す

る た め,高 度 運用 化 を確 立 し,そ の応 用 と して 学 習環 境 へ の 応 用 を試 み た.

情 報 環 境

情 報 に よっ て構 築 され る 環 境.情 報 は な ん らか の イ ン タ フ ェ ー ス に よ り生 活 体

と相 互 作 用 を起 こ す.MineSプ ロ ジ ェク トで は そ の た め の イ ン タ フ ェー ス で あ る

MineSシ ス テ ム を構 築 した.

環境

生活体(例 えば人間)と 相 互作用 をお よぼす システムの こと.
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MineSの 構 築 す る情 報 環 境

ある情 報源 と他 の情報源 が互 い に影響 を及 ぼ しなが ら新 たな情 報源 とな り得 る

ような情報環境 のこ と.

MineS/Ul記 述 言 語

MineSで 定 義 さ れ て い る,デ ー タ ベ ース,マ ル チ メ デ ィ ア,ネ ッ トワ ー ク,ユ

ーザ イ ンタ フ ェ ー ス を統 一 的 に 記 述 で き る 言 語 .Lisp系 の イ ンタ プ リ タ言 語 で あ

る.

ユ ー ザ メ デ ィ ア

MineSに よ っ て構 築 さ れ るメ デ ィ ア.デ ー タ転 送 の た め の転 送 メ デ ィ ア とデ ー

タの 記 録 の た め の マ ル チ メ デ ィ ア を 抽 象 化 し,統 一 的 に 扱 う ため の メ デ ィ ア で あ

る.MineS/UI記 述 言 語 に よ っ て 記 述 さ れ たユ ーザ イ ン タ フ ェ ー ス は,マ ル チ メ デ

ィ ア デ ー タ の表 示 は勿 論 の こ と,情 報 流 通 の メ デ ィ ア(テ レ ビ,新 聞,書 籍 等)

の 形 態 さえ もプ ロ グ ラ ミ ン グ可 能 で あ る た め,MineSの ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス を

記 述 す る こ とが す な わ ち ユ ー ザ メ デ ィア を作 成 す る こ と に な る.

メ タ 教 材

MineSを 学 習 環 境 に応 用 したMineS2の 用 語 で,MineSの 基 本 機 能 「ユ ー ザ 定

義 可 能 なMineS/UI記 述 言 語 に よ っ て作 成 され たユ ーザ イ'ン タ フ ェ ー ス」 を用 い て

作 成 し た,素 材 デ ー タ を表 示 す る た め の ビュ ー ワ.メ タ 教 材 に素 材 デ ー タ を 表 示

した もの が教 材 で あ る.

素 材 デ ー タ

MineSを 学 習 環 境 に応 用 したMineS2の 用 語 で,MineS2で 教 材 に表 示 し て利

用 す る た め の デ ー タ.こ れ はMineSが デ ー タ ベ ー ス に 管 理 して い る デ ー タ で もあ

る.

教 材

MineSを 学 習 環 境 に応 用 したMineS2の 用 語 で,素 材 デ ー タ を メ タ教 材 に 埋 め

込 み表 示 した もの.MineS2で 言 う教 材 は お もに,プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを 目 的 と

した も の を扱 う.MineS2の 教 材 は,様 々 な デ ー タ ベ ー ス か ら 収 集 され る 素材 デ

ー タ と
,そ の 素材 デ ー タ に応 じた メ タ教 材 に よっ て構 成 さ れ て い る.

バ ー チ ャ ル ・ク ラ ス ル ー ム

MineSを 学 習 環 境 に応 用 したMineS2の 用 語 で,MineS2の 利 用 に よっ て 構 築

さ れ た,物 理 的,時 間 的 制 約 に束 縛 され る こ と の な い ネ ッ トワー ク上 の仮 想 的 な

教 室 の こ と.
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Appendix.C MineS/U

関数一覧

1記 述 言語

Appendix.Cは,主 にMineS運 用 版 で用 い られ て い るMineSIUI記 述 言 語 の 一 覧 を,機

能別 に関数 名 を分 け て掲 載 して あ る.

UlEの 関 数

GUl関 数

get-root－ 山indo山 一10

create－ 山indOLU

move－ 田indOUJ

destroy－ 山indOl川

shOW-bitmap

S「1011ハ ーteXt

S「10山 －te}{t－ 山ith-SCrollbar

create-teHtedit－ 田indo山

get-text

put-teHt

put-label

make-button

set-sensitiUe

set-script

euent-loOP

eHit-eVent-100P
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2.フ ァ イ ル ア ク セ ス関 数 3.プ ロセ ス 間通 信 関数 4.プ ロ セ ス生 成 関 数

fopen open-channel eHecute-command

fclose connect-Channel fork-process

freadsexp search-host

f山ritese叩 close-channel

freadstr

fωritestr

CSEの 関 数

1.関 数 の 受 渡 し 2.ポ ー トの 指 定

sendreceiue Sgncasgnc

DBEの 関数

DB処 理

DbSearch

汎用関数

サ ブ シ ステ ム のUlEか らCSEを 経 由 して

ネ ッ トワー ク上 のDBに ア ク セ ス す る た めの

関数

フル シ ス テム のUlEか ら ホ ス ト上 のDBに

ア ク セ ス す る関 数

querg-db-connect open-db

querg-db-disconnect close-db

querg-searc「1-data searc卜data

qUer!」-Searc「1-caped-tenplate search-caped-temPlate

qUerg-Caped-template giUeme-Caped-template

get「10st-bU-db giueme-data

make-out面 －name data-expand

COnneCt-and-make-port-liSt set-connect-id

eHpand-seHP make-template-id

keep-template

encapsulate

その他

ネ ッ トワ ー ク 保 守 等

getpeernameSqUeeZe data-expand

以上
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